
運営協賛金、奨学賛助金等にご協力を！
１．同窓会運営協賛金	 １口　3,000 円	 ４．名刺広告掲載料（カラー）　	１枠　10,000 円
２．奨学賛助金	 １口　5,000 円	 ５．ホームページ広告（半年）	　１枠　10,000 円
３．「同窓生の集い」申し込み	 　1,000 円	 ６．その他 ･････ 目的を明示した寄付。

●�卒業クラスの名簿の空白を埋めましょう。空白の方と賀状交換などをされている方は、同窓会ホームページの
アドレスを友人の方に連絡していただけませんか。ホームページからご本人が住所を同窓会に簡単に登録でき、
紫筍が届きます。また誤り・変更がある場合は、同窓会宛に、葉書、封書または、同窓会ホームページから
ご連絡をお願いします。

　学校には特に紫筍到着後電話を掛けないで下さい（学校は紫筍や集いのことは答えられません）
　名刺広告を活用しましよう！��紫筍の発行部数は約16800部です。ご自身の現状報告・同窓生へのメッセー
ジ・お仕事の紹介などにご活用ください。１枠 1万円です。希望者は同窓会広報部　｢紫筍｣ 担当宛に、ご連
絡をお願いします。

昨年の「同窓生の集い」は 400 名が参加しました。写真は当日の記念写真より。

ホームカミングデー

〈プライバシーポリシー〉　同窓会が保有している住所等の情報は紫筍郵送、同窓会、同期会
等の連絡にのみ使用し、ご本人に確認することなく、そのほかの用途には使用致しません。

文京高校同窓会会報紫筍 58 号　平成 27 年 10 月 10 日発行　発行人：小林洋一郎　編集人：梶野茂男　表紙絵：多田奈緒子
発行：東京都立文京高校同窓会　〒 170-0001 東京都豊島区西巣鴨 1-1-5　東京都立文京高等学校内　印刷：恵雅堂出版株式会社

●招待期以外の方々もお誘いあって懐かしい母校へ是非お出かけください。
●日 時  11月29日（日）午後２時開会～４時（一般受付１時半～）   ●場 所  母校  文京高校１階体育館
●軽食と飲み物を用意しています。（禁酒・禁煙）クラブＯＢ会、同期会打合せ、学年幹事選出にもご利用下さい。
●会費（寄付金）　招待期以外の方は 1,000 円です。同封の振替用紙をご利用下さい。（振替締切 11月20日。当日受付も可）
●在校教職員はじめ恩師・旧教職員はご招待です。ご多忙とは存じますが、是非ご出席のほど宜しくお願い申し上げます。

　招待期を担任された先生方も出席される予定です。今回は、会報の発行は 10 月半ばに繰り下がった関係で、招待期の先生方
にご出席をいただけるように連絡を差し上げました。しかし、「同窓生の集い」の時期が、体育館を利用できる日程が限られて
いるために 11 月 29 日（日）とかなり先になりました関係上、紫筍 58 号のこの誌面にはまだ書けません。ホームページへの
掲載を予定しておりますのでそちらをご覧下さい。

“同窓生の集い”は母校文京高校を舞台に毎年懐かしい恩師も多数出席され、多くの年代を超えた同窓生の交歓
の場として賑わっています。今年は再び場所を視聴覚教室に移して、新入会員歓迎会として今春卒業の 67 期も
無料招待です。奮ってご参加下さい。なお、78歳以上の方は無料です。
招待期は当日１時受付後、記念のクラス写真を撮影し（時間厳守）、集い終了時にはその記念写真をお渡しします。

卒業 25年（42 期�平成２年卒）
卒業 50 年（17 期�昭和 40 年卒）

今春卒業（67 期�平成 27 年卒）
卒業 10 年（57 期�平成 17 年卒）

第23回　同窓生の集い

11月29日（日）

ご招待
無料
！
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3F 多田奈緒子「夢のような風景」（東京都高等学校文化連盟　美術部生徒作品展「第25回中央展」奨励賞受賞）
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文
京
高
校
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ

り
多
大
な
る
ご
支
援
、
ご
理
解
を
頂
き
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

ま
ず
は
、
昨
年
度
末
の
卒
業
生
の
進
学
実

績
に
つ
い
て
話
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
今
ま

で
の
本
校
の
進
学
実
績
を
大
き
く
上
回
り
ま

し
た
。（
下
図
参
照
）

　

こ
の
要
因
は
何
か
と
、
他
校
か
ら
も
聞
か

れ
る
の
で
す
が
、
ま
ず
は
生
徒
た
ち
の
意
識

が
高
い
目
標
を
維
持
し
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
補
習
、
補
講
に
参
加
す
る
生
徒
の
数
も

昨
年
は
大
変
増
え
、
塾
や
予
備
校
に
行
か

ず
、
目
標
の
大
学
合
格
を
果
た
し
た
生
徒
も

多
か
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
1
学
期
ま
で
は
部
活
や
行
事
に
打
ち

込
ん
で
い
た
生
徒
が
、
受
験
勉
強
に
取
り
組

み
、
一
気
に
偏
差
値
が
高
ま
り
、
目
標
の
進

路
を
勝
ち
取
っ
た
生
徒
も
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
部
活
で
培
っ
た
集
中
力
、
意
欲
、
負
け

ん
気
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、「
切
り
替
え
の

う
ま
さ
」
が
見
事
開
花
し
た
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
学
校
と
し
て
は
、進
路
指
導
部
、

学
年
担
任
団
の
進
路
相
談
体
制
な
ど
全
力
で

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
数
年
来
実
施
し
て
き
た
「
国
公
立
ク

ラ
ス
」
の
設
置
は
、
今
回
の
進
路
実
績
の
増

大
に
大
き
く
寄
与
し
た
学
校
の
取
組
だ
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
成
果
を
来
年
も
持
続
さ
せ
て
い
き
た

い
と
、
現
在
、
教
員
一
同
、
一
つ
一
つ
の
授

業
が
生
徒
の
学
力
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ

う
、
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

全
生
徒
が
、「
授
業
が
面
白
い
、
も
っ
と

学
び
た
い
！
」
と
生
き
生
き
と
し
た
姿
と
な

る
こ
と
が
我
々
教
員
の
望
み
で
す
。
今
後
と

も
ご
支
援
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

こ
の
た
び
第
13
代
会
長
と
な
り
ま
し
た
18

期
（
昭
和
41
年
卒
）
野
球
部
出
身
の
小
林
洋

一
郎
で
す
。
14
年
程
前
、
名
簿
担
当
と
し
て

同
窓
会
の
常
任
幹
事
に
な
り
ま
し
た
。
さ

て
、
今
年
野
球
部
監
督
に
34
期
の
梨
本
氏
が

母
校
に
赴
任
い
た
し
ま
し
た
。
梨
本
氏
は
都

城
東
を
甲
子
園
に
導
い
た
名
監
督
で
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
事
情
も
あ
り
こ
れ
も
ご

縁
と
会
長
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

同
窓
会
も
先
輩
方
の
ご
尽
力
に
よ
り
、「
集

い
」
の
開
催
、「
紫
筍
」
の
発
行
、「
紫
雲
祭
」

「
校
歌
祭
」
へ
の
参
加
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

運
営
、
名
簿
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
な
ど
基
本

的
な
運
営
面
で
は
充
実
安
定
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
こ
れ
を
さ
ら
に
発
展
す
る
た
め
と
役

員
・
常
任
幹
事
一
同
頑
張
る
所
存
で
す
。

　

い
ま
母
校
の
人
気
は
素
晴
ら
し
く
、
都

立
高
校
最
多
生
徒
数
（
９
、８
、９
組
約

１
０
４
０
人
）
を
誇
り
、
入
試
倍
率
は
高
く

な
り
、
進
学
先
も
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
Ｇ
と
呼
ば
れ

る
大
学
に
は
多
数
が
進
学
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
学
校
が
力
を
入
れ
る
国
公

立
大
学
や
、
難
関
大
と
呼
ば
れ
る
早
慶
・
理

科
上
智
大
へ
の
進
学
対
策
な
ど
に
皆
様
か
ら

の
「
奨
学
賛
助
金
」
を
使
っ
て
学
校
に
協
力

し
、
後
輩
た
ち
の
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

同
窓
会
活
動
と
致
し
ま
し
て
は
以
下
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
同
窓
会
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

・
甲
子
園
大
同
窓
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

同
窓
生
の
皆
さ
ん
が
喜
ん
で
参
集
し
て
い

た
だ
け
る
の
は
甲
子
園
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド

が
最
高
の
会
場
で
す
。
野
球
部
の
支
援
及
び

応
援
体
制
の
準
備
を
行
い
、
他
の
部
活
支
援

体
制
（
成
績
目
標
を
設
定
し
、
達
成
時
に
は

表
彰
す
る
等
）
も
考
え
ま
す
。

・
奨
学
金
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

現
在
の
支
援（
成
績
優
秀
者
、皆
勤
者
、難

関
校
合
格
者
）に
加
え
、同
窓
生
皆
様
か
ら

の
ご
寄
付
の
有
効
な
使
い
道
を
考
え
ま
す
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

内
容
を
改
善
し
、E-M

ail

等
の
ア
ド
レ

ス
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
、
情
報
発
信

す
る
仕
組
み
を
構
築
し
ま
す
。

・
Ｏ
Ｂ
／
Ｏ
Ｇ
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

各
部
、
同
好
会
等
の
Ｏ
Ｂ
／
Ｏ
Ｇ
会
組
織

化
や
活
動
支
援
、
現
役
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
等

を
検
討
し
ま
す
。

・
同
期
会
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

学
年
幹
事
を
活
用
し
、
同
期
会
開
催
支
援

の
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

・
同
窓
会
主
催
催
し
物
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

ゴ
ル
フ
、
音
楽
会
等
、
同
窓
生
が
気
安
く

参
加
で
き
る
催
し
物
を
考
え
ま
す
。

・
旧
校
舎
ジ
オ
ラ
マ
作
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

実
現
化
に
向
け
た
実
行
チ
ー
ム
を
組
み
ま

す
。

　

以
上
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
た
め

に
は
役
員
・
常
任
幹
事
だ
け
で
は
人
材
が
不

足
し
て
お
り
ま
す
。
楽
し
く
真
剣
に
進
め
た

い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
気
楽
に
ご
参
加
下
さ
い
。
今
後
と
も
、

会
員
の
皆
様
に
は
ご
指
導
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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あの頃の文京

　

１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

年
、
私
た
ち
は
高
校
三
年
生
だ
っ
た
。
そ
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
期
間
中
、
都
立
高
校
の
授

業
は
午
前
中
だ
け
だ
っ
た
。
あ
と
は
家
に

帰
っ
て
テ
レ
ビ
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
観
戦
す

る
よ
う
に
、
と
言
わ
れ
た
。

　

し
か
し
高
校
三
年
と
い
え
ば
多
感
な
年

頃
で
あ
る
。
毎
日
お
と
な
し
く
帰
宅
す
る

わ
け
が
な
い
。
い
つ
も
寄
り
道
だ
。
い
ま

で
も
覚
え
て

い
る
の
は
そ

の
開
会
式
の

日
の
こ
と
。

こ
の
日
は
学

校
が
朝
か
ら

休
み
だ
っ
た

の
で
、
ク
ラ

ス
で
ち
ょ
っ

と
気
に
い
っ

て
い
た
女
の

子
を
池
袋
の

喫
茶
店
に
呼

び
出
し
た
。

本
人
は
デ
ー

ト
の
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
そ
の
子
が
制
服

を
着
て
き
た
の
で
、「
な
ん
で
お
前
は
制
服

な
ん
て
着
て
く
る
ん
だ
よ
」
と
言
っ
た
ら
、

怒
っ
て
帰
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
思
い
出

す
。
そ
の
と
き
喫
茶
店
の
テ
レ
ビ
で
は
各

国
の
入
場
シ
ー
ン
が
映
し
出
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
何
度
も
行
わ

れ
て
い
る
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
え
ば
、

こ
の
と
き
の
喫
茶
店
の
風
景
を
思
い
出
す
。

　
「
文
藝
春
秋
」
に
「
小
さ
な
大
物
」
と
い

う
グ
ラ
ビ
ア
企
画
が
あ
り
、
今
年
の
５
月
号

に
私
が
出
た
。
小
学
校
に
上
が
る
前
の
写
真

か
ら
現
在
ま
で
を
12
枚
の
写
真
で
振
り
返
る

と
い
う
企
画
だ
が
、
高
校
３
年
の
体
育
祭
の

写
真
が
出
て
き
た
の
で
、
こ
れ
も
載
せ
て
も

ら
っ
た
。
百
メ
ー
ト
ル
競
走
の
写
真
で
あ

る
。
私
が
ゴ
ー
ル
す
る
瞬
間
を
撮
っ
た
写
真

だ
が
、
私
の
後
ろ
に
誰
も
写
っ
て
い
な
い
。

つ
ま
り
私
は
ビ
リ
で
あ
る
。
そ
の
写
真
を
見

て
思
い
出
し
た
の
だ
が
、
百
メ
ー
ト
ル
競
走

の
出
場
者
を
ク
ラ
ス
で
決
め
る
と
き
、
珍
し

く
私
は
挙
手
し
て
志
願
し
た
の
だ
。
実
は
高

校
一
年
の
と
き
は
１
位
だ
っ
た
の
で
、
ひ
そ

か
に
自
信
が
あ
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
い
い
と
こ

ろ
を
み
せ
ち
ゃ
お
う
か
な
、
と
い
う
軽
い
気

持
ち
だ
っ
た
が
、
走
っ
て
み
る
と
ビ
リ
。
高

２
か
ら
喫
煙
を
始
め
、
し
か
も
運
動
不
足
で

あ
っ
た
か
ら
仕
方
が
な
い
。
不
規
則
な
生
活

を
し
て
い
た
罰
と
い
う
も
の
だ
。
体
は
実
に

正
直
だ
。

　

そ
の
百
メ
ー
ト
ル
競
走
の
と
き
の
私
の
顔

が
汚
れ
て
い
る
の
は
、
ド
ー
ラ
ン
を
落
と
さ

ず
に
出
場
し
た
か
ら
で
、
こ
れ
も
写
真
を
見

て
思
い
出
し
た
。
そ
の
直
前
に
ク
ラ
ス
対
抗

の
仮
装
競
争
が
あ
り
、
私
た
ち
の
ク
ラ
ス
は

ギ
リ
シ
ャ
時
代
の
扮
装
で
出
場
。
こ
れ
は
志

願
で
は
な
く
、
ク
ラ
ス
の
連
中
に
勝
手
に
決

め
ら
れ
、
ド
ー
ラ
ン
を
塗
り

た
く
ら
れ
た
私
は
な
に
を
や

ら
さ
れ
て
い
る
の
か
最
後
ま

で
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
の

仮
装
競
争
に
出
る
直
前
、
一

学
年
下
の
女
の
子
が
通
り

か
か
っ
た
の
で
、「
こ
れ
、
持
っ
て
て
く
れ
」

と
腕
時
計
を
外
し
て
渡
し
た
こ
と
も
連
想

ゲ
ー
ム
の
よ
う
に
し
て
思
い
出
し
た
。
大
塚

駅
か
ら
文
京
高
校
ま
で
の
登
校
の
途
中
で
何

度
も
一
緒
に
な
っ
た
女
の
子
で
、
と
て
も
爽

や
か
で
綺
麗
な
子
だ
っ
た
。

　

交
際
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
登
校
途

中
で
何
度
か
話
し
た
こ
と
が
あ
る
だ
け
だ

が
、
高
校
時
代
と
い
う
と
そ
の
名
も
知
ら
ぬ

子
を
思
い
出
す
。
そ
の
後
、
ど
う
い
う
人
生

を
歩
ん
だ
の
か
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
が
、
幸

せ
な
人
生
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

　

芋
づ
る
式
に
ど
ん
ど
ん
思
い
出
し
て
い
く

が
、
き
り
が
な
い
の
で
こ
の
あ
た
り
で
や
め

て
お
こ
う
。
過
ぎ
て
し
ま
う
と
50
年
は
あ
っ

と
い
う
間
だ
。
高
校
時
代
が
つ
い
こ
な
い
だ

の
よ
う
だ
。

50
年
前
の
こ
と

（
17
期
Ｇ
組
・
昭
和
40
年
３
月
卒
業
）

目
黒 

孝
二

17期生の文京軌跡
昭和37年度（1962年）

●４月１日 山田孝校長就任　●担任　主任竹村、A組：田
崎、B組：荒井、C組：越川、D組：中田、E組：岩田、F
組：小田島、G組：玉城、H組：高田の各先生、●５月遠足：
三浦半島と横浜、●７月球技大会●10月文化祭、体育祭、
●甲子園への道：昭和37年：１回戦 7−0 都九段　２回戦 
2−17 都大島　●奥只見ダムにて合宿

世の中の主な出来事
●東京1000万都市　●TV普及率48.5%　●リポビタンD
●常磐線三河島事故　●『てなもんや三度笠』　●体操男
子団体初優勝　●アルジェリア独立　●世界最大タンカー

「日章丸」進水　●米英仏間初の大陸間衛星中継　●YS-11
初飛行　●堀江青年ヨット太平洋単独横断　●マリリン・
モンロー怪死　●栃木作新学院甲子園春夏初連覇　●金田
正一3509奪三振世界新記録　●若戸大橋●中印国境紛争
●女子バレーボール初優勝　●ファイティング原田世界フ
ライ級王座　●キューバ危機　●国連ウ・タントを事務総
長に　●橋幸夫&吉永小百合「いつでも夢を」　●植木等

「ハイそれまでョ」　●キングコング対ゴジラ

昭和38年度（1963年）
●担任　主任竹村、A組：荒井、B組：浜松、C組：田崎、D組：
玉城、E組：小田島、F組：岩田、G組：越川、H組：高田
の各先生  ●６月遠足鎌倉  ●６月16日 山田校長逝去  ●７
月11日 丸岡真平校長就任　●９月文化祭  ●３月南紀or瀬
戸内・高松修学旅行　●甲子園への道：昭和38年：１回戦 
13−6 東亜商 ２回戦 13−6 都化学工  ３回戦 3−6 武蔵

世の中の主な出来事
●黒四ダム　●伊藤博文新千円札　●ケネディ暗殺　●名
神高速道路　●バナナ輸入自由化　●エイトマン　●「花
の生涯」　●ミロのヴィーナス　●三ちゃん農業　●シェー、
ハッスル　●ガチョ～ン　●ＯＬ　●マイカー●お呼びでな
い　●番長　●「こんにちは赤ちゃん」　●「高校三年生」
舟木一夫当校にてロケ　●アニメ「鉄腕アトム」●アラビア
のロレンス　●「美しい十代」

昭和39年度（1964年）
●担任　主任竹村、A組：小田島、B組：田崎、C組：玉城、
D組：毛利、E組：越川、F組：高田、G組：荒井、H組：
浜松の各先生　●５月遠足　東海村、大洗海岸　●球技
大会　●10月文化祭、体育祭　●３月卒業式　●甲子園
への道：２回戦 4−5 八王子工

世の中の主な出来事
●新潟地震　●東海道新幹線　●TV普及率91.2%　●東京
モノレール　●武道館開館　●琵琶湖大橋　●公明党発足　
●PLO設立　●王貞治本塁打55本日本記録　●ベトナム戦争
●富士山レーダー　●海外渡航自由化　●電卓  ●３Ｃ　●ウ
ルトラＣ　●金の卵　●かっぱえびせん　●トップレス　●み
ゆき族　●「ひょっこりひょうたん島」●ガロ　●「オバケの
Ｑ太郎」　●切手ブーム　●「題名のない音楽会」　●東京砂漠

プロフィール：17期G組 目黒孝二　日本のエッセイスト・文
芸評論家・編集者。2001年まで本の雑誌の発行人を務めて
いた。2001年より、同誌顧問だったが2011年に顧問から
も退いた。2011年「椎名誠　旅する文学館」の初代名誉館
長に。釜焚きの達人でもある。明治大学文学部卒業。別名 著
書多数。初期はジャンルごとに異なるペンネームを使ってい
たが現在はほぼ使われていない。 ・群一郎（むれいちろう）「群」
は群ようこの作家デビューに際して贈られた。・北上次郎（き
たがみじろう）はミステリー文学評論家として、 ・藤代三郎（ふ
じしろさぶろう）は競馬評論家として使われた。詳しくは出
典である、フリー百科事典『ウイキペディア(Wikipedia)』を
参照せられたい。

17期３年Ｇ組

Ｆ組 マイフェアレディ

Ｈ組 おてもやん

Ｇ組 クレオパトラ

Ｆ組遠足。当時西武池袋線の終点の駅は吾野駅であった。
目的地の正丸峠はここが登山口であった。
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あの頃の文京

42期生の文京軌跡
昭和62年度（1987年）

●担任：Ａ組：田中、Ｂ組：小林、Ｃ組：加藤、Ｄ組：
外川、Ｅ組：北原、Ｆ組：山口、Ｇ組：福本、Ｈ組：野村、
Ｉ組：渡部　●４月入学式　●５月遠足　●６月スポー
ツ大会　●７月甲子園への道 １回戦 6−9 都足立工　
●９月体育祭・紫雲祭

世の中の主な出来事
●国鉄民営化　●マイケル・ジャクソン来日コンサー
ト　●東北自動車道開通　●ファッション：アメカジ、
ワンレン、ボディコン　●流行語：朝シャン、ハナ金、
バブル　●本：サラダ記念日、塀の中の懲りない面々、
ノルウェーの森　●歌：命くれない（瀬川瑛子）、Ｔ
ＡＮＧＯ　ＮＯＩＲ（中森明菜）　●映画：トップガン、
ハチ公物語、マルサの女　●ＴＶ：男女７人秋物語、
ママはアイドル

昭和63年度（1988年）
●担任：Ａ組：北原、Ｂ組：田中、Ｃ組：加藤、Ｄ組：
小林、Ｅ組：外川、Ｆ組：山口、Ｇ組：福本、Ｈ組：渡部、
Ｉ組：山下　●５月遠足　●６月スポーツ大会　●７
月甲子園への道 １回戦 7−8 京橋　●９月体育祭・紫
雲祭　●２月スキー修学旅行（田沢湖）

世の中の主な出来事
●青函トンネル開通　●東京ドーム完成　●瀬戸大橋
開通　●ファッション：渋カジ、ティファニー　●流
行語：おたく族、オバタリアン、ファジー　●本：ゲー
ムの達人、ダンス・ダンス・ダンス　●歌：パラダイ
ス銀河（光ＧＥＮＪＩ）、ＭＵＧＯ・ん色っぽい（工藤
静香）　●映画：ラストエンペラー、ランボー３、あぶ
ない刑事　●ＴＶ：教師びんびん物語、君の瞳をタイ
ホする！

昭和64、平成１年度（1989年）
●担任：Ａ組：北原、Ｂ組：田中、Ｃ組：加藤、Ｄ組：
小林、Ｅ組：外川、Ｆ組：山口、Ｇ組：福本、Ｈ組：渡部、
Ｉ組：山下　●５月遠足　●６月スポーツ大会　●７
月甲子園への道 １回戦 7−0 青井、２回戦 7−4 駒場、
３回戦 2−5 葛飾野　●９月体育祭、紫雲祭　●３月
卒業式

世の中の主な出来事
●昭和天皇崩御、昭和から平成に　●消費税導入

（３％）　●ゲームボーイ発売　●横浜ベイブリッジ
開通　●ファッション：ラルフローレン人気　●流
行語：一杯のかけそば、５時から男、ツーショット
●本：ＴＵＧＵＭＩ、キッチン、時間の砂　●歌：
Diamonds（プリンセス・プリンセス）、とんぼ（長
渕剛）、淋しい熱帯魚（Wink）　●映画：インディー
ジョーンズ最後の聖戦、レインマン、カクテル　●Ｔ
Ｖ：愛しあってるかい、君の瞳に恋してる！

　

42
期
生
は
今
年
で
卒
業
25
周
年
を
迎
え
ま
す
。

同
窓
会
で
は
、
42
期
同
期
会
Ｄ
組 
爲
國
孝
久
さ

ん
に
当
時
の
様
子
を
振
り
返
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

学
年
幹
事
と
し
て
同
窓
会
に
関
わ
り
始
め
て

数
年
。
現
在
の
校
舎
は
、
昭
和
か
ら
平
成
に
代

わ
る
時
期
に
建
て
替
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
時

の
校
舎
は
定
時
制
の
給
食
室
が
進
路
指
導
室
と

し
て
残
っ
て
い
る
だ
け
で
す
が
、
校
門
を
入
っ

た
正
面
に
小
さ
か
っ
た
ケ
ヤ
キ
が
大
木
と
な

り
、
右
手
の
イ
チ
ョ
ウ
の
大
木
が
戦
前
か
ら
の

歴
史
を
今
日
に
伝
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

大
塚
の
駅
前
に
は
南
口
に
ア
ト
レ
が
建
ち
、

南
北
に
分
か
れ
て
い
た
不
便
だ
っ
た
改
札
口
も

自
由
通
路
が
で
き
、
一
つ
に
な
り
南
北
方
向
の

通
行
も
都
電
の
乗
り
場
経
由
で
い
か
な
く
て
済

む
よ
う
に
な
り
、
便
利
で
お
し
ゃ
れ
な
外
観
に

変
わ
り
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ス
の
幹
事
の
か
た
達

と
連
絡
を
取
り
合
う
中
で
蘇
っ
て
き
た
様
々
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、「
同
窓
生

の
集
い
」の「
準
備
運
動
」に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

「
学
食
」

　

校
舎
裏
手
の
薄
暗
い
木
造
の
古
い
学
食
。
当

時
の
都
立
高
校
で
学
食
を
備
え
て
い
る
高
校
は

殆
ど
な
く
、

卒
業
生
が
経

営
す
る
学
食

は
非
常
に
珍
し
か
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

家
か
ら
持
参
し
た
お
弁
当
は
２
時
間
目
の
終
わ

り
に
は
「
早
弁
」
で
食
べ
終
わ
り
、
昼
に
は
学

食
の
コ
ロ
ッ
ケ
う
ど
ん
。
と
い
う
食
べ
盛
り
な

人
も
多
い
の
で
は
？ 

コ
ロ
ッ
ケ
う
ど
ん
の
値

段
覚
え
て
い
ま
す
か
？ 

最
高
級
の
て
ん
ぷ
ら

定
食
は
４
０
０
円
。

「
銀
杏
の
木
」

　

門
を
入
っ
て
す
ぐ
に
あ
る
銀
杏
の
木
。
今
も

あ
り
ま
す
。
収
穫
（
？
）
の
季
節
に
な
る
と
そ

の
臭
い
が
強
烈
で
し
た
。
近
所
の
お
ば
さ
ん
が

拾
い
に
来
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

「
ベ
ラ
ン
ダ
」

　

２
階
と
３
階
教
室
の
窓
の
外
に
は
何
故
か

ベ
ラ
ン
ダ
が
あ
り
ま
し
た
。
隣
の
ク
ラ
ス
が
少

し
早
め
に
授

業
が
終
わ
る

と
、
窓
か
ら

生
徒
が
歩
い

て
い
る
の
が

見
え
る
。
そ

わ
そ
わ
と

「
こ
っ
ち
も
早

く
終
わ
ろ
う

よ
」
と
い
う

雰
囲
気
に
。

「
制
服
？ 

私
服
？ 

標
準
服
」

　

制
服
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
女
子
は
中
学

の
時
の
セ
ー
ラ
ー
服
を
着
て
み
た
り
、
私
服
で

来
て
み
た
り
。。
み
ん
な
バ
ラ
バ
ラ
で
好
き
な

格
好
を
し
て
い
ま
し
た
。
自
由
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
と
ん
で
も
な
い
格
好
を
し
て
く
る
人
も

い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

「
工
事
」

　

ち
ょ
う
ど
校
舎
改
築
の
時
で
外
壁
に
ビ
ニ
ー

ル
や
ネ
ッ
ト
が
か
け
ら
れ
、
エ
ア
コ
ン
が
効
か

ず
蒸
し
暑
か
っ
た
で
す
。
２
年
生
の
時
に
は

プ
ー
ル
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
準
備
工
事
の
エ
リ

ア
に
な
っ
て
使
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
運
動

部
は
不
便
で
し
た
。
１
年
の
時
に
し
か
使
え

な
か
っ
た
プ
ー
ル
の
水
深
覚
え
て
い
ま
す
か
？ 

３
ｍ
？

「
ク
ラ
ス
別
遠
足
（
２
年
）」

　

長
瀞
に
行
く
ク
ラ
ス
。
ト
ン
汁
作
っ
た
ク
ラ

ス
。
森
林
公
園
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
。
Ｂ
Ｂ
Ｑ
や

博
覧
会
な
ど
行
き
先
も
内
容
も
様
々
で
す
。
自

分
の
参
加
し
た
遠
足
覚
え
て
い
ま
す
か
？

「
球
技
大
会
」

　

プ
レ
ー
で
も
応
援
で
も
燃
え
て
い
ま
し
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
な
ど
。
大
会
前
に

学
校
付
近
の
体
育
館
で
練
習
し
た
ク
ラ
ス
も
。

１
年
の
時
は
サ
ッ
カ
ー
で
優
勝
し
た
ク
ラ
ス
も

い
て
、
１
年
で
も
優
勝
で
き
た
と
大
喜
び
。

尾
見
「
Ｏ
Ｍ
Ｉ
」

　

ス
イ
カ
ソ
ー
ダ
覚
え
て
い
ま
す
か
？ 

め
ち
ゃ

く
ち
ゃ
ま
ず
く
て
、
部
活
の
罰
ゲ
ー
ム
に
買
っ

て
き
た
人
も
い
た
は
ず
で
す
。
今
も
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
姿
を
変
え
営
業
中
で
す
。

「
プ
レ
ハ
ブ
の
部
室
」

　

運
動
部
は
Ｏ
Ｂ
寄
贈
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の

部
室
で
し
た
が
、
文
化
部
の
部
室
は
プ
レ
ハ
ブ

の
２
階
建
で
し
た
。
電
気
も
な
く
、
壁
は
ベ
ニ

ア
、
部
屋
の
鍵
は
ダ
イ
ヤ
ル
錠
。
寒
く
て
暗
い

部
室
で
し
た
が
、
放
課
後
に
限
ら
ず
入
り
浸
っ

て
い
た
人
も
い
ま
す
。

「
体
育
祭
」

　

2
人
三
脚
は
よ
く
あ
る
話
。
わ
が
校
の
体
育

祭
で
は
４
人
５
脚
で
し
た
。リ
レ
ー
で
は
な
く
、

徐
々
に
人
が
増
え
て
い
っ
て
最
後
は
４
人
が
横

並
び
に
な
る
と
い
う
大
混
乱
必
至
の
競
技
。
女

子
の
全
学
年
参
加
は
「
棒
引
き
」。
中
央
に
は

綱
引
き
も
同
時
に
行
わ
れ
、棒
で
点
を
稼
ぐ
か
、

人
数
で
綱
引
き
に
勝
つ
か
の
頭
脳
戦
。
３
年
の

時
に
は
ク
ラ
ス
の

カ
ラ
ー
に
合
わ

せ
て
き
ぐ
る
み
を

作
っ
て
パ
レ
ー
ド

し
ま
し
た
。
ダ
ン

ス
で
は
3
年
生
が

振
付
を
考
え
、
休

み
時
間
や
放
課
後

を
使
っ
て
1
、
2

年
生
を
指
導
し
衣
装
も
揃
え
て
踊
り
ま
し
た
。

各
ク
ラ
ス
に
個
性
が
あ
り
、
見
て
い
る
側
も
楽

し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
、
一
気
に
縦
の
繋
が

り
が
強
ま
り
ま
し
た
。

　

学
年
縦
割
り
で
先
輩
後
輩
と
同
じ
ク
ラ
ス
で

つ
な
が
る
、
ま
さ
に
「
お
祭
り
」
で
し
た
。

「
文
化
祭
」

　

ク
ラ
ス
別
の
出
し
物
で
は
、
１
年
は
お
化
け

屋
敷
。
真
っ
暗
に
し
て
本
気
で
「
お
化
け
」
を

殴
り
倒
し
そ
う
に
な
っ
た
先
生
も
い
た
よ
う

な
。。。
２
年
は
迷
路
。
机
を
積
ん
で
３
次
元
の

迷
路
に
帰
還
困
難
者
が
続
出
し
、
救
助
担
当
が

い
ま
し
た
。
３
年
は
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
カ
ッ
プ
ル
。

最
終
回
に
は
イ
ケ
メ
ン
先
生
に
も
参
加
し
て
も

ら
っ
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
部
活
、

同
好
会
の
出
展
も
盛
ん
で
多
く
の
生
徒
が
積
極

的
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

文
化
祭
、
体
育
祭
の
準
備
の
た
め
に
授
業
時

間
を
提
供
し
て
頂
い
た
先
生
も
い
ま
し
た
。
理

解
あ
る
先
生
方
に
感
謝
で
す
。

「
修
学
旅
行
」

　

秋
田
県
田
沢
湖
へ
の
二
泊
三
日
の
ス
キ
ー
で

し
た
。
広
島
な
ど
い
く
つ
か
の
候
補
か
ら
投
票

で
選
ん
だ
よ
う
な
。。。
一
説
で
は
手
の
か
か
る

生
徒
が
多
か
っ
た
た
め
、
悪
さ
出
来
な
い
よ
う

に
雪
山
に
隔
離
？ 

だ
と
か
、
先
生
の
手
抜
き
？

だ
と
か
（
笑
）。

　

経
験
者
、
未
経
験
者
で
班
分
け
さ
れ
、
ひ
た

す
ら
連
日
ス
キ
ー
、
ス
キ
ー
の
3
日
間
！ 

ま

さ
に
ス
キ
ー
合
宿
で
し
た
が
、
そ
の
修
学
旅
行

を
き
っ
か
け
に
ス
キ
ー
を
始
め
た
人
も
多
く
、

そ
の
後
も
仲
間
内
で
ス
キ
ー
旅
行
に
行
っ
た
り

し
ま
し
た
。
世
の
中
バ
ブ
ル
で
、
し
ば
ら
く
ス

キ
ー
ブ
ー
ム
が
続
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
青

春
の
1
ペ
ー
ジ
と
し
て
、
そ
の
後
も
大
い
に
役

立
つ
経
験
で
し
た
。

「
同
窓
会
」

　

い
よ
い
よ
今
年
11
月
29
日
に
行
わ
れ
る
同
窓

生
の
集
い
は
、
平
成
２
年
（
１
９
９
０
年
）
卒

業
の
私
達
42
期
の
卒
業
25
周
年
と
し
て
招
待
さ

れ
ま
す
。
次
の
招
待
期
は
50
周
年
で
す
。
久
し

ぶ
り
に
皆
で
集
ま
り
ま
し
ょ
う
。
荒
川
の
マ
ラ

ソ
ン
大
会
や
ク
ラ
ス
別
の
遠
足
な
ど
、
一
人
で

は
思
い
出
せ
な
い
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
も
皆
で
集

ま
る
と
蘇
っ
て
き
ま
す
。
多
く
の
方
に
声
を
か

け
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
文
責
：
Ｄ
組 

爲
國
孝
久
、
編
集
部
）

あ
の
頃
の
文
京

（
42
期　

平
成
２
年
度
卒
業
）
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荒
井
先
生
に
最
後
に
お
会
い
し
て
か
ら

お
そ
ら
く
十
数
年
経
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

玄
関
で
お
会
い
し
て
す
ぐ
に
気
づ
い
た
事

は
、
お
そ
ら
く
90
歳
近
い
年
齢
で
あ
り
な

が
ら
、
教
壇
に
た
た
れ
て
い
た
当
時
の
面
影

が
十
分
残
っ
て
お
ら
れ
、
頭
髪
が
白
く
薄
く

な
っ
た
以
外
は
、
あ
の
濃
い
眉
、
尖
っ
た
鼻
、

細
い
顔
等
々
ほ
と
ん
ど
お
変
わ
り
が
な
い

こ
と
で
あ
っ
た
。
又
、
歩
き
方
や
身
の
こ
な

し
も
老
人
の
そ
れ
で
は
な
く
、
き
び
き
び
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

先
生
の
お
話
は
幼
少
時
代
の
事
か
ら
学

生
時
代
を
経
て
、
昭
和
28
年
に
文
京
高
校

の
教
員
に
な
り
、
平
成
元
年
に
退
職
し
て

か
ら
は
、
奥
様
と
国
内
は
も
と
よ
り
海
外

旅
行
は
年
４
回
程
出
か
け
た
（
こ
れ
は
７
年

間
続
い
た
）
と
言
う
様
に
多
岐
に
わ
た
り

ま
し
た
。
尚
、
以
下
の
記
事
は
、
臨
場
感
を

出
す
た
め
先
生
の
お
話
を
そ
の
ま
ま
引
用

さ
せ
て
頂
い
た
箇
所
と
我
々
の
方
で
勝
手

に
ま
と
め
さ
せ
て
頂
い
た
箇
所
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
点
ご
容
赦
頂
き
た
い
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
（
1
） 

生
い
立
ち　

先
生
は
昭
和
３
年
に

文
京
高
校
か
ら
ほ
ど
近
い
天
理
教
教
会
の

長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
小
さ
い
と
き
か
ら

我
儘
一
杯
、
好
き
勝
手
に
や
り
た
い
放
題
で

あ
っ
た
。
か
く
れ
ん
ぼ
や
鬼
ご
っ
こ
、
虫
取

り
と
も
う
夢
中
に
な
り
す
ぎ
て
、
ト
イ
レ
に

い
く
の
も
惜
し
ん
で
遊
ん
だ
。
小
学
校
に

上
が
る
前
は
近
所
の
駄
菓
子
屋
で
断
り
な

く
お
菓
子
や
欲
し
い
も
の
を
勝
手
に
持
っ
て

き
て
し
ま
い
、
後
で
た
ば
こ
や
の
親
父
が
計

算
し
て
請
求
書
を
家
に
持
っ
て
き
て
い
た
ら

し
い
。
小
学
校
に
入
っ
て
か
ら
も
下
級
生
を

集
め
て
は
ガ
キ
大
将
ぶ
り
を
発
揮
す
る
毎

日
だ
っ
た
。

　
（
2
） 

暁
光
尋
常
小
学
校
後
、
親
父
が
こ

の
辺
で
一
番
良
い
中
学
校
へ
行
か
せ
て
や
っ

て
く
れ
と
先
生
に
頼
み
、
俺
は
た
い
し
て
出

来
が
良
く
な
か
っ
た
か
ら
、先
生
も
困
っ
た

ろ
う
ね
。府
立
五
中（
現
小
石
川
高
校
）に
提

出
す
る
内
申
書
の
ク
ラ
ス
順
位
を
甘
く
し

て
も
ら
っ
た
。
し
か
も
運
が
良
い
こ
と
に
そ

の
年
か
ら
入
試
が
口
頭
試
験
だ
け
に
な
り
、

そ
の
分
数
の
問
題
、
羊
羹
を
三
分
の
一
食
べ

て
、
残
り
の
三
分
の
一
食
べ
た
ら
あ
と
ど
れ

だ
け
残
っ
て
る
か
？ 

こ
れ
を
覚
え
て
て
出

来
た
ん
だ
よ
。
そ
ん
な
訳
で
自
分
の
実
力

以
上
の
学
校
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
皆
す
ご

く
内
申
書
が
良
く
、
ク
ラ
ス
に
2
人
は
落

第
生
が
出
る
と
聞
い
て
焦
っ
た
。
巣
鴨
か
ら

小
石
川
ま
で
の
往
復
の
通
学
路
を
歩
き
な

が
ら
猛
勉
強
し
た
。
そ
し
た
ら
２
５
０
人
中

１
２
５
番
、
真
ん
中
に
な
っ
た
。
嬉
し
か
っ

た
ね
。
も
う
落
第
の
心
配
し
な
く
て
い
い
。

こ
の
調
子
で
や
れ
ば
良
い
の
だ
と
思
っ
た
。

必
死
に
勉
強
し
た
。
最
後
の
4
年
生
で
は

２
５
０
人
中
2
番
に
な
っ
た
。
勉
強
す
る
こ

と
に
慣
れ
て
好
き
に
な
っ
て
た
か
ら
ね
。
そ

れ
か
ら
第
一
高
等
学
校
（
新
渡
戸
稲
造
が
元

校
長
先
生
）
に
行
き
東
大
文
学
部
倫
理
学

科
に
入
学
し
た
。
和
辻
哲
郎
が
好
き
で
夢

中
に
な
っ
た
。
和
辻
さ
ん
の
ゼ
ミ
に
出
て
好

き
な
こ
と
ば
か
り
や
っ
て
た
。
天
理
教
継
ぐ

つ
も
り
で
そ
れ
ま
で
は
と
思
い
高
校
教
師
に

な
っ
た
。
で
も
継
ぐ
の
嫌
に
な
っ
て
辞
め
た

よ
。

　
（
３
）
文
京
赴
任　

昭
和
28
年
に
文
京
高

校
に
教
師
と
し
て
赴
任
し
、
最
初
は
図
書

館
担
当
で
あ
っ
た
。
何
事
も
自
分
で
興
味

を
持
つ
と
の
め
り
込
む
タ
イ
プ
だ
っ
た
。
生

徒
達
の
図
書
館
利
用
の
仕
方
を
観
察
す
る

と
本
を
読
む
よ
り
、
図
書
館
を
勉
強
部
屋

と
し
て
利
用
し
て
い
た
。
そ
れ
は
当
時
の
家

の
事
情
で
勉
強
部
屋
ま
で
持
っ
て
い
な
い
生

徒
が
多
か
っ
た
、
あ
る
い
は
向
学
心
に
燃
え

た
生
徒
が
大
勢
い
る
と
考
え
た
。
そ
こ
で
日

曜
日
に
図
書
館
を
開
放
し
た
所
、
何
百
人

も
の
生
徒
が
訪
れ
、
収
容
不
可
能
の
事
態

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
急
遽
1
年
Ａ

組
か
ら
Ｅ
組
ま
で
教
室
を
解
放
し
、
図
書

館
１
０
０
人
、
教
室
２
５
０
人
計
３
５
０
人

の
面
倒
を
見
て
や
っ
た
。
自
分
は
良
い
悪
い

で
は
な
く
、
感
激
す
る
と
も
う
夢
中
に
な
っ

て
し
ま
う
の
だ
。
又
、
昭
和
35
年
に
初
め
て

ク
ラ
ス
を
受
け
持
っ
た
と
き
磯
野
先
生
の
ク

ラ
ス
と
成
績
の
平
均
値
を
競
い
合
っ
た
。
毎

日
放
課
後
生
徒
を
残
ら
せ
て
、
英
語
・
生

物
な
ん
か
は
他
の
先
生
に
頼
ん
で
問
題
を

作
っ
て
も
ら
い
、
数
学
は
得
意
だ
っ
た
か
ら

自
分
で
作
っ
て
テ
ス
ト
し
た
。
翌
朝
成
績
発

表
し
て
成
績
の
悪
い
順
に
残
ら
せ
て
掃
除

を
さ
せ
た
。
そ
し
た
ら
あ
る
日
、
門
の
所
で

生
徒
に
と
っ
つ
か
ま
り
囲
ま
れ
て
、「
先
生

は
間
違
っ
て
る
。
成
績
の
悪
い
人
は
早
く
帰

し
て
勉
強
さ
せ
る
べ
き
だ
」
だ
か
ら
俺
は

言
っ
て
や
っ
た
。
で
き
な
い
奴
は
時
間
の
使

い
方
が
下
手
く
そ
だ
か
ら
だ
。
掃
除
や
っ

て
焦
れ
ば
い
い
ん
だ
。
時
間
が
な
け
れ
ば

使
い
方
を
工
夫
し
て
真
剣
に
勉
強
や
る
よ

う
に
な
り
成
績
が
あ
が
る
。
も
っ
と
丁
寧
に

掃
除
し
て
も
っ
と
焦
れ
！ 

こ
れ
は
生
徒
達

に
は
余
り
評
判
が
良
く
な
か
っ
た
。
め
ち
ゃ

く
ち
ゃ
だ
ね
、
面
白
か
っ
た
よ
。
最
終
的
に

は
ク
ラ
ス
の
平
均
点
は
学
年
断
ト
ツ
に
な
っ

た
。
何
で
も
変
わ
っ
た
こ
と
す
る
の
が
好
き

だ
っ
た
。
人
に
な
ん
と
言
わ
れ
よ
う
と
へ
っ

ち
ゃ
ら
だ
っ
た
よ
。
毎
日
放
課
後
2
か
所
の

家
庭
教
師
も
や
っ
た
よ
。
そ
の
た
め
、
本
郷

三
丁
目
か
ら
湯
島
ま
で
往
復
歩
き
毎
日
10

㎞
位
歩
い
た
。
今
で
も
自
転
車
で
成
増
近

辺
あ
ち
こ
ち
行
っ
て
る
。
4
年
前
に
食
道
癌

荒
井
道
雄
先
生
を
訪
ね
て（
倫
社
）

い
き
な
生
き
方

や
っ
て
そ
れ
以
来
酒
は
止
め
た
。

（
４
）
い
き
な
生
き
方　

荒
井
先
生
が
傾
倒

し
た
人
物
に
和
辻
哲
郎
と
九
鬼
周
造
が
い

る
。
前
者
は
風
土
が
及
ぼ
す
人
間
へ
の
影
響

に
つ
い
て
論
じ
、
後
者
は
「
い
き
の
構
造
」

の
中
で「
い
き
イ
コ
ー
ル
粋
な
い
し
は
意
気
」

と
は
何
か
を
哲
学
的
に
論
じ
て
い
る
。
人

生
を
す
べ
て
悟
っ
た
生
活
が
背
景
に
な
け
れ

ば
粋
な
生
き
方
は
で
き
な
い
。
欲
望
が
強

け
れ
ば
粋
じ
ゃ
な
い
。
欲
望
を
さ
ら
り
と
右

に
見
な
が
ら
暮
ら
す
位
の
余
裕
が
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
色
に
例
え
れ
ば
粋
の
地
は
灰

色
、
そ
れ
を
際
立
た
せ
る
も
の
は
し
ゃ
ん
と

し
た
背
筋
の
通
っ
た
人
生
観
、
悟
り
と
緊
張

が
合
わ
さ
っ
て
粋
に
な
る
。
着
物
に
例
え
れ

ば
縦
縞
は
黒
、
地
は
灰
色
が
粋
。

　
（
5
） 

君
た
ち
「
愛
」
に
ど
ん
な
イ
メ
ー

ジ
を
も
っ
て
る
？ 

僕
に
言
わ
せ
れ
ば
人
を

騙
す
手
立
て
の
我
儘
の
塊
だ
ね
。
ど
う
し
て

そ
う
言
え
る
か
、
例
え
ば
自
己
を
否
定
し

て
ど
う
し
て
相
手
を
そ
こ
ま
で
求
め
る
か
？ 

そ
れ
は
も
っ
と
大
き
な
欲
望
を
掴
む
た
め
な

ん
だ
。
だ
か
ら
見
せ
か
け
の
騙
し
の
テ
ク

ニ
ッ
ク
。
有
島
武
郎
の
「
愛
は
惜
し
み
な
く

奪
う
」
こ
れ
は
本
当
だ
ね
。
よ
り
大
き
な

自
己
の
満
足
に
切
り
替
え
て
犠
牲
を
払
う

ふ
り
を
す
る
。
こ
れ
ほ
ど
の
詐
欺
行
為
は
な

い
。
仏
教
で
は
愛
は
悪
い
イ
メ
ー
ジ
で
使
っ

て
い
る
。
愛
欲
と
か
愛
憎
と
か
感
覚
の
一
種

で
欲
望
の
塊
と
と
ら
え
て
い
る
。
日
本
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
影
響
を
受
け
て
純
愛
・
恋
愛

な
ど
良
い
イ
メ
ー
ジ
に
使
っ
て
い
る
。
仁
と

い
う
字
は
人
が
二
人
、
人
間
が
二
人
い
て
初

め
て
な
り
た
つ
も
の
、社
会
の
縮
図
で
あ
る
。

縮
図
の
中
で
一
番
大
切
な
も
の
は
仏
教
で
は

慈
悲
、
慈
は
心
こ
こ
に
あ
り
即
ち
真
心
を
表

し
、
悲
は
心
に
非
ず
即
ち
他
人
の
心
を
表

す
。中
国
で
は
忠
恕（
ち
ゅ
う
じ
ょ
）と
言
う
。

忠
は
真
心
、
恕
は
他
人
の
こ
と
思
い
や
り
。

自
分
の
真
心
と
他
人
の
心
を
合
わ
せ
る
こ

と
が
人
間
関
係
で
、い
か
に
難
し
い
こ
と
か
。

論
語
に
「
仁
は
こ
れ
忠
恕
な
り
」
が
あ
る
。

　

言
葉
を
ど
う
見
る
か
。
古
今
和
歌
集
の

序
文
に
「
人
の
心
を
種
と
し
て
万
の
言
の

葉
と
ぞ
な
れ
り
け
る
」
と
あ
る
様
に
日
本
の

言
葉
は
人
間
の
心
か
ら
発
生
し
、
人
と
の

付
き
合
い
の
中
で
言
葉
が
う
ま
れ
て
き
た
。

互
い
の
心
の
表
現
が
言
葉
で
あ
る
。
相
手

を
傷
つ
け
な
い
柔
ら
か
く
優
し
く
丁
寧
で

思
い
や
り
の
大
和
言
葉
が
生
ま
れ
た
。
一
方

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
ま
る
で
反
対
で
あ
る
。「
初

め
に
言
葉
あ
り
き
言
葉
は
神
と
共
に
あ
り

言
葉
は
神
な
り
き
。」
言
葉
を
使
っ
て
相
手

を
理
解
す
る
。
論
理
学
が
発
達
し
屁
理
屈

が
生
ま
れ
る
。
間
違
っ
て
て
も
何
で
も
論
理

が
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
勝
っ
た
方
が
正
し

く
な
る
。
正
し
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
人
間

は
俺
は
間
違
っ
て
い
な
い
と
思
う
か
ら
あ
ま

り
し
ゃ
べ
ら
な
い
。
悪
い
奴
は
逃
れ
よ
う
と

し
て
勝
つ
た
め
に
論
理
を
尽
く
す
。
結
果
誤

審
が
多
く
冤
罪
が
増
え
る
。
日
本
も
良
い

わ
け
で
は
な
い
、
相
手
を
第
一
印
象
で
判
断

す
る
。こ
れ
で
も
の
を
決
め
て
し
ま
う
誤
解
。

　

こ
う
い
う
本
を
読
ん
だ
り
考
え
た
り
す

る
の
が
好
き
な
ん
だ
よ
。
家
に
は
一
冊
も
本

が
な
い
。
み
ん
な
記
憶
だ
け
な
ん
だ
。

　
（
6
） 

自
分
は
好
奇
心
の
固
ま
り
で
あ
り
、

好
奇
心
が
あ
る
か
ら
そ
こ
か
ら
情
熱
が
生

ま
れ
る
。
物
事
を
と
こ
と
ん
追
求
す
る
為
に

は
こ
の
二
つ
の
要
素
が
必
要
で
あ
る
。

　
（
7
） 

定
住
化
社
会
に
関
心
が
あ
る
。
自

然
汚
染
、
環
境
破
壊
は
あ
る
と
し
て
も
あ
る

程
度
技
術
革
新
で
ど
う
に
か
な
る
。
心
配

な
の
は
人
口
の
衰
退
で
取
り
返
し
が
つ
か

な
く
な
る
。
社
会
保
障
は
年
寄
り
に
い
く
、

年
寄
り
が
お
金
を
食
い
つ
ぶ
し
若
者
が
お

金
を
吸
い
取
ら
れ
る
。
日
本
は
医
療
は
と
こ

と
ん
面
倒
見
す
ぎ
。
外
国
は
寝
た
き
り
老

人
が
い
な
い
。
歩
け
な
い
人
間
は
自
然
死
す

る
。
病
院
に
入
っ
て
無
理
し
て
生
か
さ
れ
て

い
る
老
人
だ
っ
て
苦
痛
な
ん
だ
よ
、
し
か
も

若
い
や
つ
ら
に
迷
惑
か
け
て
。
こ
ん
な
こ
と

言
う
と
人
権
尊
重
し
な
い
と
言
わ
れ
そ
う

だ
け
ど
。
も
う
少
し
老
人
が
自
然
に
死
ね

る
よ
う
に
す
れ
ば
医
療
費
が
ぐ
ん
と
減
る

よ
。
消
費
税
上
げ
な
く
て
済
む
。

　
（
8
） 

最
期
に
奥
様
と
の
な
れ
そ
め
の
話

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
伯
父
さ
ん
の
紹
介
で

奥
様
と
は
結
ば
れ
た
そ
う
で
、
部
屋
に
若

い
頃
の
写
真
（
結
婚
前
の
だ
と
お
っ
し
ゃ
て

ま
し
た
）
が
あ
っ
た
た
め
そ
の
写
真
を
カ
メ

ラ
で
撮
ら
せ
て
頂
い
た
所
、
そ
れ
以
外
に
こ

れ
も
あ
る
、
こ
れ
は
ど
う
だ
と
言
っ
て
い
ろ

い
ろ
持
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
や
は
り
奥
様

の
事
を
愛
し
て
い
る
事
が
よ
く
わ
か
り
ま
し

た
。こ
の
愛
は
先
程
熱
弁
を
振
る
わ
れ
た“
だ

ま
し
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
”
で
得
た
の
か
ど
う
か

聞
こ
う
と
思
っ
た
が
聞
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

結
び
に
代
え
て
：
荒
井
先
生
は
御
年
87

歳
と
い
う
高
齢
で
は
あ
り
ま
す
が
、現
役
の

頃
と
そ
の
し
ゃ
べ
り
方
、
声
の
大
き
さ
、
話

の
う
ま
さ
等
々
す
べ
て
変
わ
り
な
く
、
相
変

わ
ら
ず
頭
脳
明
晰
さ
を
十
分
発
揮
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
特
に
自
分
の
世
界
に
他
人
を
引

き
込
む
巧
み
な
話
術
に
は
改
め
て
驚
き
ま

し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
お
昼
時
に
か
か
っ

て
し
ま
い
、
お
そ
ば
を
ご
ち
そ
う
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。荒
井
先
生
、長
い
時
間
お

つ
き
あ
い
頂
き
ま
し
て
本
当
に
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
素
敵
な
奥
様
と

ご
一
緒
に
お
元
気
で
お
暮
ら
し
下
さ
い
。

日
時
：
２
０
１
５
年
６
月
19
日
10
時
か
ら
14
時
頃

場
所
：
埼
玉
県
和
光
市
白
子
の
荒
井
先
生
宅

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
：
大
熊
（
深
井
）
美
代
（
17
期

Ｇ
卒
）、
勢
〆
浩
（
17
期
Ｇ
卒
）、
梶
野
茂
男
（
19

期
Ａ
卒
）
敬
称
略

荒井先生と勢〆氏と大熊さん

荒井先生と山岳部の生徒

荒井先生と婚約時代
の奥様
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Ｑ
．
素
朴
な
質
問
で
す
が
ガ
ッ
ト
張
り
機
と

は
ど
ん
な
も
の
で
す
か
？

　

テ
ニ
ス
は
、
ボ
ー
ル
を
相
手
の
コ
ー
ト
の

中
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
野
球
と

の
対
比
で
言
え
ば
、
バ
ッ
ト
で
球
を
打
っ
た

時
、
遠
く
に
飛
ん
で
グ
ラ
ン
ド
を
越
え
ポ
ー

ル
の
間
に
落
ち
れ
ば
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
す
。
テ

ニ
ス
は
ガ
ッ
ト
の
張
り
具
合
が
一
定
で
ボ
ー

ル
が
相
手
の
コ
ー
ト
の
狙
っ
た
場
所
に
い
つ

も
落
ち
な
け
れ
ば
勝
負
に
な
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
．
ガ
ッ
ト
に
は
ど
ん
な
種
類
と
歴
史
が
？

　

ガ
ッ
ト
は
元
々
は
羊
の
腸
を
細
い
糸
に
し

た
も
の
で
、
弦
楽
器
の
弦
と
テ
ニ
ス
の
ラ

ケ
ッ
ト
に
張
る
弦
は
同
じ
起
源
に
な
り
ま

す
。
貴
族
の
遊
び
か
ら
生
ま
れ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。こ
の
ガ
ッ
ト
の
素
材
は
様
々
で
、

ガ
ッ
ト
と
言
え
ば
羊
の
腸
線
を
指
し
、
牛
の

腸
は
ナ
チ
ュ
ラ
ル
と
言
い
ま
す
。
現
在
は
シ

ン
セ
テ
ィ
ッ
ク
（
合
成
繊
維
）
が
主
流
で
進

化
し
続
け
て
い
ま
す
。
プ
ロ
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
と
言
い
、縦
糸
と
横
糸
を
変
え
て
い
ま
す
。

9
割
の
選
手
が
縦
横
い
ず
れ
か
に
ナ
チ
ュ
ラ

ル
を
使
用
し
シ
ン
セ
テ
ィ
ッ
ク
と
組
み
合
わ

せ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
ラ
ケ
ッ
ト
も
か
な
り
変
わ
り
ま
し
た
ね

　

は
い
、私
の
学
生
時
代
は
ウ
ッ
ド
で
し
た
。

最
初
の
ブ
ー
ム
は
、
当
時
の
皇
太
子
と
美
智

子
さ
ん
（
現
天
皇
と
皇
后
）
の
テ
ニ
ス
で
し

た
。
材
料
も
木
材
か
ら
金
属
に
変
わ
り
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
今
の
Ｆ
Ｒ
Ｐ
（
繊
維
強
化
プ

ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
）
に
な
り
ま
し
た
。
ラ
ケ
ッ

ト
に
関
す
る
ル
ー
ル
が
無
か
っ
た
時
代
に

は
「
デ
カ
ラ
ケ
」
も
登
場
し
ま
し
た
。
現
在

で
は
、
ラ
ケ
ッ
ト
の
重
量
も
４
０
０
グ
ラ
ム

ほ
ど
が
３
０
０
グ
ラ
ム
に
な
り
ま
し
た
。
ラ

ケ
ッ
ト
の
性
能
も
ト
ッ
プ
の
方
が
重
く
（
ハ

ン
マ
ー
理
論
に
よ
る
）
フ
ェ
イ
ス
（
面
）
も

最
大
１
３
５
平
方
イ
ン
チ
迄
と
ル
ー
ル
化
さ

れ
面
積
も
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
す
る
と
、

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
の
原
理
で
同
じ
強
さ
で
張
っ

て
い
る
と
、
球
が
遠
く
の
方
に
行
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
れ
だ
と
抑
え
た
速
い
ス
ピ
ー
ド

が
出
な
く
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
ス
イ
ン
グ
が

速
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
面
圧
が
強
く
な
ら
な

い
と
ア
ウ
ト
し
て
し
ま
う
訳
で
す
。
特
に
シ

ン
セ
テ
ィ
ッ
ク
と
言
わ
れ
る
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ

ク
は
糸
の
材
料
が
ナ
イ
ロ
ン
と
ポ
リ
エ
ス
テ

ル
な
ど
断
面
な
ど
は
千
差
万
別
で
進
化
し
続

け
て
い
ま
す
。
す
る
と
、
選
手
は
そ
の
知
識

が
無
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
14
才
？ 

か
ら

デ
ビ
ュ
ー
し
た
錦
織
圭
選
手
な
ど
は
そ
の
知

識
が
な
い
わ
け
で
す
。

Ｑ
．
プ
ロ
の
ス
ト
リ
ン
ガ
ー
（
ガ
ッ
ト
張
り

職
人
）
の
登
場

　

そ
こ
で
、
プ
ロ
の
ス
ト
リ
ン
ガ
ー
（
ガ
ッ

ト
の
張
り
手
）
が
出
て
く
る
わ
け
で
す
。
ス

ト
リ
ン
ガ
ー
に
も
い
ろ
い
ろ
居
て
、
40
年
の

キ
ャ
リ
ア
も
い
れ
ば
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
の
コ
ー

チ
兼
務
の
方
、
専
門
店
の
方
が
居
て
、
量
販

店
の
パ
ー
ト
の
方
な
ど
は
常
に
張
り
方
の
講

習
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
道
具
の
程

度
で
す
ん
で
い
た
も
の
が
、
張
力
を
強
く
張

ら
な
け
れ
ば
面
圧
が
で
な
い
。
と
こ
ろ
が
、

ラ
ケ
ッ
ト
は
軽
く
な
り
、
華
奢
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
す
る
と
、
張
る
道
具
が
今
ま
で
の

道
具
で
は
追
い
つ
か
な
く
な
っ
て
く
る
。
そ

こ
に
私
た
ち
の
出
番
が
あ
る
訳
で
す
。
ラ

ケ
ッ
ト
に
は
縦
糸
を
十
数
本
張
っ
て
か
ら
横

糸
を
張
り
ま
す
が
、
１
本
あ
た
り
30
㎏
程
度

の
圧
力
を
16
本
か
ら
18
本
に
掛
け
る
わ
け
で

す
か
ら
、
フ
レ
ー
ム
を
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
に

キ
チ
ン
と
固
定
し
な
い
と
横
糸
を
張
る
時
に

ク
シ
ャ
ン
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
か

ら
、
横
糸
を
手
で
編
ん
で
い
き
ま
す
。
張
り

方
の
工
夫
は
こ
れ
ま
で
様
々
で
し
た
が
、
全

自
動
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
ス
ト
リ

ン
グ
や
ラ
ケ
ッ
ト
の
進
化
を
予
見
す
る
こ
と

に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。
料
理
を
芸
術
に

例
え
れ
ば
、
芸
術
的
な
寿
司
と
回
転
寿
司
で

寿
司
ロ
ボ
ッ
ト
が
握
る
寿
司
に
例
え
ら
れ
ま
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す
。
握
り
と
ワ
サ
ビ
と
ネ
タ
と
こ
の
３
つ
だ

け
で
こ
れ
が
全
自
動
化
出
来
な
い
訳
で
す
。

ス
ト
リ
ン
ギ
ン
グ
も
同
じ
で
す
。
機
械
に
頼

る
部
分
と
人
手
に
頼
る
部
分
が
あ
る
。

Ｑ
．
コ
ー
ト
の
種
類（
ク
レ
ー
コ
ー
ト
、ハ
ー

ド
コ
ー
ト
、
砂
の
コ
ー
ト
に
よ
っ
て
張

り
方
は
ち
が
う
の
で
す
か
？

　

シ
ュ
ー
ズ
が
違
い
ま
す
。
ラ
ケ
ッ
ト
の
張

り
方
は
選
手
の
指
示
で
変
え
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
足
が
速
い
か
ら
こ
う
す
る
と
か
。
こ

の
辺
は
選
手
に
と
っ
て
秘
密
中
の
秘
密
で
公

に
出
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
専
属
の

ス
ト
リ
ン
ガ
ー
を
抱
え
て
世
界
を
転
戦
す
る

選
手
、
メ
ー
カ
ー
が
提
供
す
る
ス
ト
リ
ン

ガ
ー
を
利
用
す
る
選
手
な
ど
様
々
で
す
。

Ｑ
．
ス
ト
リ
ン
グ
マ
シ
ン
を
制
作
し
て
い
る

会
社
は
何
社
あ
り
ま
す
か
？

　

ア
メ
リ
カ
に
は
有
り
ま
せ
ん
。
日
本
で
は

1
社
。
台
湾
に
4
社
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

2
社
ほ
ど
。
私
ど
も
の
マ
シ
ン
は
価
格
は
高

い
（
百
万
円
以
上
）
け
れ
ど
も
性
能
が
高
く

て
耐
久
性
が
高
い
の
で
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
優
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
最
初
の
予

算
が
足
り
な
い
と
台
湾
の
方
に
行
っ
て
し
ま

う
の
で
す
。
ロ
ン
ド
ン
五
輪
で
ク
レ
ー
ム
が

一
つ
も
来
な
か
っ
た
こ
と
は
本
当
に
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

Ｑ
．
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
と
は
？

　

ス
ト
リ
ン
グ
マ
シ
ン
は
楽
器
の
弦
を
張
る

機
械
。
我
々
の
は
正
確
に
は
ラ
ケ
ッ
ト
ス
ト

リ
ン
グ
マ
シ
ン
と
言
い
テ
ニ
ス
と
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
の
ガ
ッ
ト
を
張
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
張
力
の
加
減
と
維
持
の
３
つ

の
モ
ー
ド
で
数
値
を
入
れ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
て
い
ま
す
。敢
え
て
特
許
は
取
り
ま
せ
ん
。

全
て
公
開
す
る
こ
と
で
す
か
ら
。
例
え
ば
、

ガ
ッ
ト
を
張
る
た
め
に
「
つ
か
む
」「
挟
ん

で
止
め
る
」
な
ど
。
台
湾
の
メ
ー
カ
ー
に
う

ち
の
機
能
は
マ
ネ
出
来
て
も
「
挟
ん
で
も
傷

付
け
な
い
」
と
言
う
性
能
は
マ
ネ
出
来
ま
せ

ん
。
そ
こ
が
メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
た
る
所

以
で
す
し
、
主
要
部
品
９
割
を
内
製
し
試
行

錯
誤
し
て
き
た
我
が
社
の
強
み
な
の
で
す
。

現
在
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
と
国
内
独
占
契
約
を
結
ん

で
い
ま
す
。

現
在
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

　

大
国
間
の
大
戦
争
の
な
い
現
代
で
は
、
あ

る
意
味
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
戦
争
の
よ
う
な

も
の
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
も
言
え
ま
す

ね
。

　

そ
れ
を
象
徴
す
る
の
が
国
を
あ
げ
て
の
選

手
養
成
。
日
本
で
も
北
区
の
西
が
丘
に
国
立

ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン
タ
ー
が
２
０
０
１
年
に

開
所
さ
れ
成
果
を
挙
げ
て
き
て
い
ま
す
。
ア

マ
チ
ュ
ア
の
祭
典
だ
っ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も

プ
ロ
選
手
の
出
場
が
可
能
に
な
る
こ
と
で
別

の
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
優
秀
な
選

手
に
育
て
る
た
め
に
は
小
中
学
生
の
頃
か
ら

目
を
つ
け
て
育
て
て
き
て
い
ま
す
。
文
京
高

校
生
も
２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪
で
は
選
手

と
し
て
活
躍
が
十
分
期
待
で
き
る
生
徒
が
い

る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

新
素
材
と
ス
ポ
ー
ツ
産
業

　

現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
は
、
レ
ジ
ャ
ー
産
業
か

ら
ス
ポ
ー
ツ
産
業
に
成
長
し
て
き
て
い
ま

す
。

　

新
素
材
は
最
初
に
軍
需
産
業
で
使
わ
れ
て

つ
い
で
ス
ポ
ー
ツ
産
業
で
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
Ｆ
Ｒ
Ｐ
な
ど
は
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
先
端

部
用
に
開
発
さ
れ
、
つ
い
で
ス
ポ
ー
ツ
産
業

に
軽
く
て
丈
夫
と
い
う
こ
と
で
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

Ｑ
．
土
田
さ
ん
の
経
歴
と
現
在
の
仕
事
を

始
め
た
き
っ
か
け
を
伺
い
た
い
の
で
す

が
？　

　

埼
玉
県
の
熊
谷
市
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
小

２
の
時
に
北
大
塚
に
転
居
し
て
、
豊
島
区
立

豊
成
小
に
転
校
し
ま
し
た
。
大
塚
中
を
卒
業

し
て
近
か
っ
た
文
京
に
入
学
し
ま
し
た
。
数

学
や
物
理
な
ど
の
理
系
の
勉
強
が
大
好
き

で
、
横
浜
国
立
大
学
の
工
学
部
に
進
学
し
ま

し
た
。
当
時
は
、
大
学
紛
争
な
ど
が
あ
っ
て

大
変
で
し
た
。
そ
の
後
、
父
の
工
場
を
借
金

と
と
と
も
に
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

将
来
は
ス
ポ
ー
ツ
関
係
が
伸
び
て
い
く
と
目

を
つ
け
ラ
ケ
ッ
ト
の
生
産
に
取
り
組
み
ま
し

た
が
、
素
材
革
命
で
撤
退
し
、
現
在
の
ス
ト

リ
ン
グ
マ
シ
ン
に
切
り
替
え
ま
し
た
。
し
か

し
、
デ
ジ
タ
ル
革
命
で
工
学
部
で
学
ん
で
い

た
ア
ナ
ロ
グ
の
工
作
機
械
に
関
す
る
知
識
は

役
に
た
た
な
く
な
り
、
改
め
て
大
学
で
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
学
び
直
し
を
し
て
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
の
ス
ト
リ
ン
グ
マ
シ

ン
を
開
発
し
ま
し
た
。
従
業
員
10
名
の
中
小

企
業
で
す
が
部
品
は
自
社
生
産
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
他
社
と
比
べ
て
小
回
り
が

き
き
、
部
品
の
耐
久
性
を
あ
げ
、
壊
れ
な
く

扱
い
や
す
い
マ
シ
ン
に
進
化
し
続
け
る
こ
と

で
現
在
の
評
価
を
受
け
る
に
至
り
ま
し
た
。

（
聞
き
手
：
19
期
Ａ
梶
野
茂
男
、
19
期
Ｆ

安
達
由
美
子
、
20
期
Ｈ
大
野
透
、
25
期

Ａ
谷
光
夫　

5
月
6
日　

S
infonia

に

て
取
材
）
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─
─
昨
年
「
水
泳
部
」
の
歴
史
を
お
送
り
し

ま
し
た
。
今
年
は
音
楽
部
の
歴
史
を
振
り

返
っ
て
み
ま
す
。
出
席
者
は
歴
代
部
長
の
代

表
者
で
あ
る
神
永
明
彌
氏
（
５
期
Ｆ
）、
塚

本
地
方
氏
（
12
期
Ｆ
）、
安
達
陽
一
氏
（
40

期
Ｅ
）
で
す
。

｢

音
研｣

の
立
ち
上
げ 

昭
和
25
年

神
永　

私
は
昭
和
21
年
に
豊
島
中
学
校
に
入

学
し
た
。
旧
制
中
学
校
最
後
の
入
学
生
で
あ

る
。（
注
１
）

　

当
時
本
校
は
昭
和
20
年
４
月
の
空
襲
で
校

舎
は
全
焼
し
、
水
道
橋
の
近
く
の
元
町
小
学

校
に
間
借
り
し
て
い
た
。
名
門｢

元
町
小

｣

の
音
楽
室
に
は
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
の
ブ
ル
ッ

ツ
ナ
ー
の
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
が
置
い
て
あ
っ

た
。我
が
校
に
は
専
任
の
音
楽
教
師
は
い
ず
、

元
町
小
の
竹
田
庄
次
郎
先
生
に
音
楽
は
教
わ

り
、個
人
的
に
も
ピ
ア
ノ
を
教
え
て
頂
い
た
。

ま
た
在
学
中
に
日
比
谷
公
会
堂
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

青
少
年
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
に
1
年

間
参
加
し
た
。
部
活
動
は
「
音
楽
班
」
と
言

う
小
さ
な
世
帯
だ
っ
た
。
横
澤
靖
夫
氏
（
２

期
Ｃ
）
が
班
長
で
ま
と
め
て
い
た
。

　

こ
の
頃
ち
ゃ
ん
と
し
た
「
音
楽
部
」
に
し

よ
う
と
高
橋
務
氏
（
３
期
Ｃ
、
ピ
ア
ノ
の
名

手
）
が
会
長
、
江
島
利
定
氏
（
３
期
Ｅ
）
が

鑑
賞
部
長
、
横
田
弘
毅
氏
（
３
期
Ｄ
）
が
合

唱
部
長
で
昭
和
25
年
に「
音
楽
研
究
会
」（
以

下
「
音
研
」
と
表
記
）
を
立
ち
上
げ
た
。
昭

和
25
年
高
２
の
時
初
め
て
後
輩
が
で
き
、
嬉

し
い
こ
と
に
女
生
徒
も
入
学
し
て
き
た
。
混

声
合
唱
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
。
小
島
義
郎

先
生
（
注
２
）
が
音
研
で
バ
ッ
ハ
の
講
義
を

し
て
く
だ
さ
っ
た
。英
語
の
錦
織
亮
先
生（
昭

和
25
年
～
29
年
在
籍
、
後
に
専
修
大
学
に
）

か
ら
当
時
日
本
で
は
未
知
の
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー

に
つ
い
て
学
ん
だ
。

遊
川
先
生
に
お
会
い
す
る

神
永　

私
は
身
体
を
こ
わ
し
、
一
年
遅
れ
て

昭
和
28
年
（
５
期
）
卒
業
し
た
が
、
そ
の
お

陰
と
言
う
の
も
変
だ
が
、遊
川
益
次
先
生（
注

３
）
と
お
会
い
で
き
、
合
唱
を
教
え
て
頂
き

先
生
か
ら
「
楽
友
」
と
呼
ば
れ
六
十
年
経
っ

た
現
在
で
も
親
し
く
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。

　

昭
和
28
年
に
モ
デ
ル
ス
ク
ー
ル
が
完
成
す

る
と
「
音
研
」
部
員
は
増
加
し
、
９
期
の
大

塚
昇
氏
（
Ｄ
）
池
野
洋
一
氏
（
Ａ
）
が
中
心

に
な
っ
た
昭
和
30
年
に
は
合
唱
団
員
は
60
名

と
な
り
、
遊
川
先
生
の
指
揮
で
都
の
中
央
大

会
で
大
成
功
を
収
め
た
。
先
輩
も
一
緒
に
歌

お
う
と
Ｏ
Ｂ
会
「
紫
声
会
」
を
結
成
し
、
小

島
先
生
に
会
長
に
な
っ
て
頂
き
、
合
同
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
な
っ
た
。
こ
の
会
の
仲
間
で
あ

る
吉
岡
利
夫
氏
（
４
期
Ａ
）
は
慶
応
ワ
グ
ネ

ル
・
ソ
サ
ィ
エ
テ
ィ
ー
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
入
局

し
、
後
に
音
楽
部
長
と
し
て
紅
白
歌
合
戦

を
取
り
仕
切
っ
た
。
私
は
早
大
グ
リ
ー
ク
ラ

ブ
、
八
幡
製
鉄
（
後
に
新
日
鉄
）
合
唱
団
な

ど
で
合
唱
を
続
け
た
。
仕
事
で
旧
東
ド
イ
ツ

に
行
っ
た
が
、
製
鉄
所
の
技
術
者
た
ち
と
ド

イ
ツ
民
謡
合
唱
し
「
音
楽
は
人
類
を
一
つ
に

す
る
世
界
共
通
言
語
」
だ
と
思
い
音
研
・
遊

川
先
生
に
感
謝
し
て
い
る
。

ハ
モ
ル
と
蛍
光
灯
が
輝
く

塚
本　

私
は
昭
和
32
年
に
入
学
し
た
（
12

期
）。
中
学
で
は
合
唱
を
や
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
小
さ
な
声
で
合
わ
せ
よ
う
と
し
た
。

ハ
モ
ル
と
音
楽
室
の
蛍
光
灯
が
明
る
く
輝
き

不
思
議
だ
っ
た
。
当
時
は
神
永
氏
の
話
の
よ

う
に
部
活
動
と
し
て
活
発
で
卒
業
後
三
～
四

年
の
先
輩
が
教
え
に
き
て
く
れ
ま
し
た
。
当

時
部
員
は
四
十
数
名
お
り
ま
し
た
。
活
動
も

熱
心
で
ま
た
仲
が
よ
か
っ
た
。
例
え
ば
12
期

18
名
か
ら
二
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
た
。

高
木
夫
妻
と
田
中
夫
妻
で
す
。

同
じ
先
生
か
ら
指
導
を
受
け
た

安
達　

ピ
ア
ノ
は
小
学
生
の
時
に
始
め
た
。

合
唱
を
初
め
て
行
な
っ
た
の
は
中
学
の
時
。

文
京
に
入
学
し
た
時
音
楽
部
の
と
あ
る
先
輩

か
ら
音
楽
部
に
誘
わ
れ
た
。
あ
ま
り
入
る
気

持
ち
は
な
か
っ
た
が
入
部

し
た
。
一
年
の
時
部
員
は

三
十
名
程
で
し
た
が
、
今

お
付
き
合
い
し
て
い
る
の

は
五
人
ほ
ど
。
当
時
は
先

生
と
言
う
よ
り
先
輩
が
教

え
に
来
て
く
れ
た
。
ア
カ

ペ
ラ
の
時
に
は
歌
っ
て
い

た
が
、
僕
の
場
合
は
ピ
ア

ノ
を
弾
い
て
い
る
方
が
多

か
っ
た
。

　

音
楽
大
学
に
行
っ
た
後
、
合
唱
の
仕
事
を

し
た
い
と
、関
屋
晋
先
生
に
合
唱
を
学
ん
だ
。

関
屋
先
生
が
欧
州
に
行
く
仕
事
の
時
同
行

し
、
帰
り
に
オ
ラ
ン
ダ
に
寄
っ
た
。
こ
れ
が

き
っ
か
け
で
オ
ラ
ン
ダ
留
学
を
決
意
し
二
年

間
合
唱
・
指
揮
の
留
学
を
し
た
。

神
永　

関
屋
先
生
？ 

私
の
先
生
（
八
幡
製

鉄
合
唱
団
の
指
揮
者
）
と
同
じ
だ
。
先
生
が

同
じ
と
は
驚
き
だ
。
ご
縁
が
あ
る
の
で
す
。

関
屋
先
生
は
後
に
全
日
本
合
唱
連
盟
理
事
長

に
な
ら
れ
ま
し
た
ね
。

安
達　

振
り
返
っ
て
み
る
と
、「
偶
然
」「
奇

跡
に
近
い
」
も
の
が
あ
り
ま
す
ね
。「
指
揮

者
」と
い
う
と
カ
ッ
コ
ウ
い
い
職
業
で
す
が
、

「
こ
の
日
の
こ
の
時
間
に
い
く
ら
で
や
っ
て

く
れ
」
と
い
う
の
は
バ
イ
ト
感
覚
で
す
ね
。

松
下
功
氏
も
音
楽
部
出
身

神
永　

こ
の
音
楽
部
か
ら
日
本
を
代
表
す
る

現
代
作
曲
家
の
松
下
功
氏
（
注
４
）
が
出
現

し
ま
し
た
。
松
下
氏
の
影
響
で
渡
部
曜
氏

（
23
期
Ｈ
）
や
田
中
祥
一
氏
（
32
期
Ｃ
）
な

ど
の
指
導
者
が
出
て
き
て
吹
奏
楽
部
を
成
長

さ
せ
た
。
そ
の
後
東
京
芸
大
出
の
山
田
睦
雄

先
生
が
し
っ
か
り
と
成
長
さ
せ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

─
─
皆
様
の
お
話
を
伺
っ
て
い
る
と
話
は
つ

き
ま
せ
ん
が
、
現
在
文
京
に
合
唱
部
が
な
い

の
は
さ
び
し
い
限
り
で
す
。
そ
の
代
わ
り
に

素
晴
ら
し
い
吹
奏
楽
部
が
育
ち
東
京
校
歌
祭

で
一
緒
に
歌
え
る
こ
と
は
楽
し
み
で
す
。

（
司
会　

12
期
Ｃ　

杉
本
安
弘
）

編
集
部
注

（
注
１
）　

現
在
の
学
制
（
６
３
３
４
制
）
は
昭

和
22
年
か
ら
始
ま
る
。
そ
れ
以
前
は
義
務
教

育
は
小
学
校
6
年
だ
け
で
、
進
学
先
は
普
通

科
は
5
年
制
の
中
学
校
（
男
子
）、
高
等
女
学

校
（
女
子
）
が
あ
っ
た
。

（
注
２
）　

小
島
義
郎
先
生　

昭
和
16
年
入
学

（
旧
二
期
）、
昭
和
20
年
卒
業
し
東
京
外
国
語

学
校
に
進
学
し　

昭
和
23
年
～
29
年
と
昭
和

32
年
～
35
年
の
二
度
本
校
に
在
職　

英
語　

早
大
名
誉
教
授 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ「
基
礎
英
語
」

の
講
師
。
平
成
21
年
3
月
逝
去　

享
年
81

（
注
３
）　 

遊
川
益
次
先
生　

東
京
大
学
文
学
部

在
学
中
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
藤
原
歌
劇
団
に

入
団
。
昭
和
22
年
か
ら
藤
原
義
江
氏
か
ら
合

唱
を
学
び
リ
ー
ダ
ー
に　

当
時
の
言
葉
で
言

う
と
「
ま
と
も
な
仕
事
に
就
か
な
い
と
お
嫁

さ
ん
を
貰
え
な
い
よ
｝
と
言
わ
れ
高
校
の
教

師
に
。
最
初
に
赴
任
し
た
の
が
本
校
で
、
昭

和
26
年
～
32
年
在
籍　

国
語
。

　

生
徒
歌「
あ
し
た
の
ぞ
め
ば
」の
作
詞
・
作
曲

者　

都
立
永
福
高
校
校
長
な
ど
歴
任　

89
歳

（
注
４
）
松
下
功
氏　

昭
和
42
年
入
学
の
学
校
群

一
期
生
。（
22
期
Ｄ
）　

東
京
芸
術
大
学
副
学

長
・
演
奏
芸
術
セ
ン
タ
ー
教
授
。
日
本
作
曲

家
協
議
会
会
長　

な
お
詳
細
は
4
年
前
の「
紫

筍
」54
号
８・
９
頁
の「
直
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」

を
ご
覧
下
さ
い
。

（
注
５
）　

部
員
数
の
推
移

　

昭
和
39
年
作
成
の
「
会
員
名
簿
」
よ
り　

な
お
顧
問
は
築
山
博
先
生
（
音
楽
・
歴
史
）、

中
谷
澄
子
先
生（
数
学
）、遊
川
益
次
先
生（
国

語
）
で
す
。

部活動の歴史　音楽部

卒業年
（昭和） 男子 女子 計

顧問 2 1 3
旧一期 20年 5 ― 5
旧二期 20年 6 ー 6
3期 26年 14 ― 14
4期 27年 10 ― 10
5期 28年 4 5 9
6期 29年 6 3 9
7期 30年 2 1 3
8期 31年 5 0 5
9期 32年 11 7 18

10期 33年 5 1 6
11期 34年 6 10 16
12期 35年 9 9 18
13期 36年 4 6 10
14期 37年 5 7 12
15期 38年 4 6 10

●部員数の推移
部活動の歴史②

�

音
楽
部

疎
開
先
の
「
元
町
小
」
で
誕
生

17期−19期の音楽部員

昭和25年（1950）新制高校（共学）となり初の女子生徒入
学を迎えた。手前は音研の女生徒　左から  ５Ｃ長谷川

（大郷）節子、５Ｃ結城美子、５Ｅ矢野（酒井）和子

昭和26年 音研部員記念写真（３顧問  左から 錦織・小島・
築山）元町小屋上にて

神永明彌氏安達陽一氏
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日
本
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
選
手
権

関
東
高
校
選
抜
選
手
権
大
会

出
場
決
定
！

　

こ
の
紫
筍
第
58
号
が
同
窓
生
の
皆
さ
ん
の

お
手
元
に
届
く
こ
ろ
、
本
校
生
の
澤
田
イ

レ
ー
ネ
（
３
Ｆ
）
さ
ん
は
関
東
大
会
女
子

１
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
で
一
昨
年
に
続
い
て
２

度
目
の
優
勝
を
と
げ
愛
知
県
で
10
月
17
、
18

に
行
わ
れ
る
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
選
手
権
に

出
場
し
ま
す
。
ま
た
、
10
月
24
、25
日
に
群

馬
県
で
行
わ
れ
る
関
東
高
校
選
抜
新
人
大
会

に
は
、ア
ブ
カ
リ・ニ
ー
ナ（
２
Ｂ
）さ
ん
が
、

８
０
０
ｍ
と
１
５
０
０
ｍ
の
２
種
目
に
、
宮

島
敬
太
（
２
Ｄ
）
君
が
三
段
跳
び
に
出
場
し

ま
す
。
皆
さ
ん
是
非
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

陸
上
部
の
概
況

　

現
在
、
陸
上
部
員
は
1
～
3
年
生
の
合
計

が
80
人
で
、
１
～
２
年
生
が
62
人
、
3
年
生

が
18
人
在
籍
し
て
い
ま
す
。
女
子
は
30
人
ほ

ど
。
シ
ー
ズ
ン
中
の
練
習
は
週
６
日
間
、
毎

日
3
時
半
か
ら
7
時
頃
ま
で
走
り
込
み
を
基

本
に
短
距
離
・
長
距
離
・
跳
躍
・
ハ
ー
ド
ル

競
技
な
ど
専
門
競
技
に
分
か
れ
て
練
習
を
し

て
い
ま
す
。
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
の
は
深

澤
泰
先
生
（
短
距
離
）
と
2
名
の
外
部
コ
ー

チ
（
男
子
）
で
す
。
部
員
を
ま
と
め
て
い
る

の
は
大
平
真
紀
（
２
Ｅ
）
陸
上
部
長
で
、
こ

の
お
２
人
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

陸
上
競
技
部
の
実
力
・
実
績

　

初
め
に
７
年
間
の
、
陸
上
部
の
東
京
都
大

会
・
東
京
都
新
人
大
会
の
入
賞
種
目
を
ご

紹
介
し
ま
す
。（　

）
内
は
「
入
賞
種
目
数
」

で
す
。

●
平
成
21
年
度　

都
大
会
（
１
）
男
4
×

１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
、
都
新
人
（
１
）。
新
人

戦
は
種
目
数
の
み
紹
介
。

●
平
成
22
年
度　

都
大
会
（
６
）
男
４
０
０

ｍ
ハ
ー
ド
ル
、
男
4
×
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
、

男
走
高
跳
、
女
１
０
０
ｍ
、
女
４
×
１
０
０

ｍ
リ
レ
ー
、女
走
幅
跳
、都
新
人
（
13
）（
男

子
総
合
８
位
、
女
子
総
合
３
位
）。

●
平
成
23
年
度　

都
大
会
（
６
）
男
４
０
０

ｍ
ハ
ー
ド
ル
、
男
５
０
０
０
ｍ
競
歩
、
男
4

×
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
、
女
８
０
０
ｍ
、
女

４
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
、
女
4
×
４
０
０
ｍ
リ

レ
ー
、
都
新
人
（
12
）、（
女
子
総
合
4
位
）。

●
平
成
24
年
度　

都
大
会
（
９
）
男
５
０
０

０
ｍ
競
歩
、
男
走
幅
跳
、
男
8
種
競
技
、
女

１
０
０
ｍ
、女
２
０
０
ｍ
、女
４
０
０
ｍ
ハ
ー

ド
ル
、
女
子
５
０
０
０
ｍ
競
歩
、
女
4
×
１

０
０
ｍ
リ
レ
ー
、
女
走
幅
跳
、（
女
子
総
合

5
位
）。
都
新
人
（
６
）、（
女
子
総
合
８
位
）。

●
平
成
25
年
度　

都
大
会
（
８
）
男
４
０
０

ｍ
、
男
１
１
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
、
男
4
×

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
、
男
8
種
競
技
（
２
名
）、

（
男
総
合
８
位
）。
女
１
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
、

女
５
０
０
０
ｍ
競
歩
、
女
三
段
跳
、
都
新
人

（
14
）（
男
子
総
合
5
位
、
女
子
総
合
5
位
）。

●
平
成
26
年
度　

都
大
会
（
11
）、
男
４
０

０
ｍ
、
男
８
０
０
ｍ
、
男
４
０
０
ｍ
ハ
ー
ド

ル
、
男
５
０
０
０
ｍ
競
歩
、
男
4
×
４
０
０

ｍ
リ
レ
ー
、
男
三
段
跳
、
男
8
種
競
技
、（
男

子
総
合
6
位
）。
女
８
０
０
ｍ
、
女
走
幅
跳

（
2
名
）、
女
三
段
跳
。
都
新
人
（
10
）（
女

子
総
合
5
位
）。

●
平
成
27
年
度　

都
大
会
（
10
）
男
４
０
０

ｍ
ハ
ー
ド
ル
、
男
4
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
、

男
走
幅
跳
、
男
三
段
跳
、
男
8
種
競
技
、
女

１
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
、女
５
０
０
０
ｍ
競
歩
、

女
走
幅
跳
、
女
三
段
跳
、
女
7
種
競
技
、
都

新
人
（
8
）（
女
子
総
合
6
位
）。

●
都
大
会
通
算
入
賞
種
目
数
（
7
年
間
通
算

51
種
目
）
総
合
対
校
得
点
入
賞
3
回
。
都
新

人
大
会
通
算
入
賞
種
目
数
（
7
年
間
通
算
）

61
種
目
、
総
合
対
校
得
点
入
賞
7
回　

こ
の

成
果
を
総
合
す
る
と
、
都
立
文
京
高
校
の
陸

上
部
の
実
力
は
、

　

都
連
続
ベ
ス
ト
８
以
内

　

共
学
校
連
続
ベ
ス
ト
４
以
内

と
言
え
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

今
年
の
最
終
的
な
成
果
は
ま
だ
ま
と
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
が
以
上
が
概
略
で
す
。
詳
し
く

は
文
京
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

陸
上
部
Ｏ
Ｂ
／
Ｏ
Ｇ
の
皆
さ
ん
、
ま
た
、

陸
上
部
を
応
援
す
る
同
窓
生
の
皆
さ
ん
、
同

窓
会
に
寄
付
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
同
窓
会

を
通
じ
て
支
援
し
て
行
き
ま
す
。

（
取
材
9
月
25
日　

19
期
Ａ 

梶
野
茂
男
）

美
術
部
紹
介

　

美
術
部
で
は
、
毎
年
東
京
都
高
等
学
校
文

化
連
盟
に
よ
る
美
術
部
作
品
展
で
あ
る
「
中

央
展
」
に
向
け
て
作
品
の
出
品
を
目
指
し
て

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
上
野
の
東

京
都
美
術
で
12
月
13
日
（
土
）
～
20
日
（
日
）

に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
「
第
25
回
中
央
展
」

で
当
時
2
年
生
の
多
田
奈
緒
子
さ
ん
が
、
奨

励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
文
京
高
校
で
は
6

年
ぶ
り
の
快
挙
で
す
。

多
田
奈
緒
子
さ
ん

「
夢
の
よ
う
な
風
景
」
で

奨
励
賞
受
賞
！

　

昨
年
の
同
展
の
参
加
校
数
は
都
・
私
・
国

公
立
含
め
、
過
去
最
大
の
１
１
８
校
と
な
り

ま
し
た
。
展
示
作
品
数
は
１
０
０
０
点
を
越

え
る
と
の
こ
と
。
現
在
の
美
術
部
員
は
1
年

生
6
名
、
2
年
生
6
名
、
3
年
生
8
名
の
24

名
で
全
員
女
子
で
す
。
部
長
は
藤
田
慧
（
２

Ｃ
）
さ
ん
、
顧
問
は
岸
野
仁
志
（
油
絵
）
先

生
で
す
。

　

部
活
動
は
、「
中
央
展
」
に
向
け
て
の
作

品
制
作
が
メ
イ
ン
で
す
。
応
募
作
品
は
油
絵

の
場
合
高
校
生
は
50
号
ま
で
。
絵
の
大
き
さ

は
号
数
で
表
し
ま
す
。
1
号
が
ハ
ガ
キ
1
枚

の
サ
イ
ズ
な
の
で
、
Ｐ
サ
イ
ズ
（
風
景
）
の

場
合
、
１
，１
６
７
×
８
０
３
㎜
と
な
り
か

な
り
大
き
な
サ
イ
ズ
に
な
り
ま
す
。

　

50
号
と
も
な
る
と
、
作
品
の
構
想
を
つ
く

り
（
か
な
り
時
間
が
掛
か
り
ま
す
）
次
に
作

品
の
色
の
イ
メ
ー
ジ
を
決
め
、
布
に
木
炭
で

デ
ッ
サ
ン
を
し
て
か
ら
、
キ
ャ
ン
バ
ス
に
向

か
っ
て
書
き
始
め
ま
す
。
日
頃
の
部
活
を
へ

て
、
7
月
下
旬
に
3
泊
4
日
の
合
宿
を
し
ま

す
。
合
宿
所
は
日
比
谷
高
校
の
勝
浦
の
寮
を

利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
は
、

水
彩
画
で
ス
ケ
ッ
チ
を
し
て
持
ち
帰
っ
て
か

ら
、50
号
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。
昨
年
は「
中

央
展
」
へ
の
出
品
は
5
点
で
し
た
。
今
年
は

7
点
を
予
定
し
て
お
り
、
2
年
生
は
50
号
、

1
年
生
は
30
号
で
す
。
奨
励
賞
を
受
賞
し
た

多
田
さ
ん
の
作
品
は
勝
浦
か
ら
見
た
都
心
方

向
の
風
景
で
す
が
、
写
生
だ
け
で
は
な
く
多

少
画
面
を
再
構
成
し
て
あ
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
現
在
は
、
ひ
た
す
ら
書
き
込
み
中
だ
そ

う
で
、
部
活
の
時
間
は
誰
も
話
さ
ず
黙
々
と

作
業
を
し
て
お
り
、
毎
日
、
先
生
が
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

最
後
に
、
紫
雲
祭
の
入
り
口
の
ア
ー
チ
は

美
術
部
が
原
画
を
構
成
し
、
生
徒
会
と
協
力

し
て
仕
上
げ
た
そ
う
で
す
。
Ｐ
．25
の
ア
ー

チ
の
写
真
を
ご
覧
下
さ
い
。

（
取
材
9
月
25
日　

19
期
Ａ 

梶
野
茂
男
）

活
躍
す
る
文
京
生

現
役
文
京
生
に
聞
き
ま
し
た

現役文京生に聞きました

激
闘
14
回 

東
亜
学
園
に
勝
つ

　

第
97
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
東
東

京
大
会
に
お
い
て
我
校
は
初
戦
で
強
豪
東
亜

学
園
と
対
戦
。
九
回
二
死
か
ら
代
打
工
藤
の

三
塁
打
で
同
点
と
し
、
延
長
14
回
の
熱
戦
の

末
、
度
々
の
ピ
ン
チ
を
守
り
き
り
競
り
勝
っ

た
。
四
回
戦
で
は
優
勝
候
補
帝
京
と
対
戦
し
、

序
盤
に
リ
ー
ド
さ
れ
な
が
ら
も
五
回
に
3
安

打
2
四
球
で
4
点
を
挙
げ
意
地
を
見
せ
た
。

強
豪
校
と
充
分
戦
え
る
目
途
が
立
ち
、
梨
本

監
督
も
良
い
船
出
と
な
っ
た
。
今
年
も
神
宮

球
場
に
応
援
に
駆
け
付
け
て
く
れ
た
大
勢
の

会
員
の
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
勝
て
ま
し
た
。

梨
本
浩
司
先
生
、母
校
監
督
就
任

　

四
月
よ
り
母
校

野
球
部
出
身
の
梨

本
浩
司
先
生
が
監

督
と
し
て
就
任
し

ま
し
た
。
先
生
は
34
期
生
で
都
立
城
東
監
督

時
代
に
甲
子
園
に
出
場
し
て
い
ま
す
。
今
度

は
母
校
で
出
場
し
よ
う
と
張
り
切
っ
て
い
ま

す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

後
援
会
に
入
会
の
お
願
い

　

野
球
部
後
援
会
「
球
紫
会
」
で
は
卒
業
生

の
皆
さ
ん
に
も
甲
子
園
出
場
を
応
援
し
て
い

た
だ
き
た
く
入
会
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

年
会
費
は
二
千
円
で
す
。
会
費
は
主
に
遠
征

費
に
充
て
ら
れ
ま
す
。
作
新
学
院
、
前
橋
商

業
、
前
橋
高
校
、
水
戸
桜
の
牧
高
校
な
ど
に

遠
征
試
合
を
し
て
い
ま
す
が
、
も
っ
と
甲
子

園
ク
ラ
ス
の

学
校
と
対
戦

し
な
い
と
そ

の
強
さ
が
実

感
で
き
ま
せ

ん
。
ご
協
力

を
お
願
い
し

ま
す
。

甲子園への道

文　　京	 ０１０	 ００３	００１	 ０００	１３	 ９
東亜学園	 ２００	００１	 ２００	０００	１０	 ６

▶２回戦　7月14日　神宮球場

▶３回戦　7月18日　駒沢球場

▶４回戦　7月19日　神宮球場

（７回コールドゲーム）

文　　京　０２０		２１０		５０Ｘ　10
桜 修 館　０３２		０２０		０００　	７

文　　京　０００　０４０　０　	４
帝　　京　０６１　０２０　４　13
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東
京
吉
兆
か
ら
香
港
へ

　

香
港
に
来
て
、
２
年
。
香
港
に
来
た
き
っ

か
け
は
、
運
命
と
し
か
思
え
な
い
出
会
い
か

ら
で
し
た
。

　

毎
朝
魚
河
岸
へ
買
出
し
を
し
て
い
た
3
年

前
、
マ
グ
ロ
屋
で
い
つ
も
の
よ
う
に
出
く
わ

す
人
に
声
を
か
け
て
も
ら
い
香
港
行
き
の
切

符
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
最
初
は
悩
み
ま
し
た
。「
稲
き
く
」

と
い
う
有
名
な
日
本
料
理
屋
の
総
料
理
長
の

ス
カ
ウ
ト
だ
っ
た
ん
で
す
。
条
件
的
に
は
申

し
分
な
か
っ
た
の
で
す
が
。

　

香
港
行
が
決
ま
る
と
先
方
の
会
社
と
契
約

す
る
た
め
に
試
食
と
言
う
テ
ス
ト
が
待
っ
て

い
ま
し
た
。
社
長
や
会
社
の
重
役
に
料
理
を

認
め
て
も
ら
っ
て
入
社
す
る
こ
と
が
条
件
で

し
た
。
試
食
は
２
日
間
で
懐
石
料
理
を
２

コ
ー
ス
フ
ル
で
用
意
す
る
と
い
う
も
の
で
初

体
験
で
し
た
。
初
め
て
の
調
理
場
で
一
人
で

料
理
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
仕
込

み
も
一
か
ら
、
料
理
の
器
も
何
が
あ
る
の
か

不
明
で
は
イ
メ
ー
ジ
が
わ
き
ま
せ
ん
。
人
生

最
大
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
し
た
。
で
も
幸
い

香
港
に
行
く
た
め
に
忙
し
く
て
、
試
食
の
こ

と
を
余
り
考
え
て
い
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が

後
々
に
よ
か
っ
た
の
で
し
た
。

　
「
越
え
ら
れ
る
壁
し
か
与
え
ら
れ
な
い
。」

　
「
為
せ
ば
成
る
為
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
何
事

も
。」

　

試
食
の
時
は
ア
ク
シ
デ
ン
ト
続
出
で
し

た
。
で
も
そ
の
度
に
こ
れ
を
経
験
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
あ
り
が
た
い
と
何
故
か
そ
う
思
え

ま
し
た
。
28
年
間
同
じ
会
社
に
い
て
、
ぬ
る

ま
湯
に
つ
か
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
身
体
も
心

も
ど
こ
か
刺
激
を
求
め
て
い
た
の
で
し
ょ

う
。
ほ
ん
と
良
か
っ
た
で
す
。
試
食
を
も
し

パ
ス
で
き
な
く
て
も
、
全
力
は
尽
く
し
た
し

美
味
し
い
と
綺
麗
の
言
葉
も
も
ら
え
た
し
悔

い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
結
果
は
「
合
格
」。

　

認
め
て
も
ら
え
た
と
い
う
感
覚
は
今
ま
で

味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
喜
び
で
気
持
ち
の
い

い
も
の
で
し
た
。…
し
か
し
、入
社
が
決
ま
っ

て
も
家
族
の
こ
と
も
あ
り
、
単
身
赴
任
を
せ

ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
大
き
な
問
題
が
あ
り

ま
し
た
。
で
も
な
ん
と
か
解
決
し
て
海
を
渡

り
ま
し
た
。

　

香
港
は
親
日
だ
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
日
本

料
理
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
に
な
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
街
の
中
の
ど
こ

か
に
日
本
料
理
屋
さ
ん
が
存
在
し
て
い
ま

す
。

　

そ
れ
は
な
ぜ
か
と
2
年
生
活
し
て
わ
か
り

ま
し
た
。
和
食
イ
コ
ー
ル
美
味
し
い
か
ら
で

す
。

　

で
も
香
港
人
が
料
理
長
の
お
店
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
全
部
の
お
店
が
美
味
し
い
か

と
聞
か
れ
た
ら
こ
う
答
え
ま
す
。
日
本
人
料

理
長
が
い
る
店
が
や
は
り
美
味
し
い
も
の
を

提
供
し
て
る
と
。

香
港
ス
タ
イ
ル
の
日
本
料
理

　

だ
か
ら
料
理
屋
さ
ん
、
特
に
有
名
な
ホ
テ

ル
の
中
の
日
本
料
理
屋
の
料
理
長
は
日
本
人

で
な
け
れ
ば
好
印
象
を
与
え
な
い
の
で
し
ょ

う
。

　

料
理
を
考
え
て
い
て
こ
れ
だ
け
は
言
え
ま

す
。
日
本
ス
タ
イ
ル
を
そ
の
ま
ま
出
し
て
い

て
も
客
受
け
し
ま
せ
ん
。
和+

香
港
ス
タ

イ
ル
で
構
成
し
た
メ
ニ
ュ
ー
作
り
を
し
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

２
０
１
３
年
に
日
本
料
理
が
世
界
遺
産

（
無
形
文
化
財
）
に
登
録
さ
れ
て
以
来
香
港

で
も
日
本
食
ブ
ー
ム
で
す
。

　

最
近
で
は「
俺
の
割
烹
」が
日
本
か
ら
や
っ

て
き
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
し
た
当
初
は
話
題

に
な
り
ま
し
た
が
今
は
静
か
に
営
業
し
て
い

る
み
た
い
で
す
。

　

新
し
い
店
も
か
な
り
で
き
て
ま
す
が
閉
店

す
る
店
も
そ
れ
を
上
回
っ
て
い
る
よ
う
な
現

状
で
す
。
生
存
競
争
が
か
な
り
激
し
い
土
地

だ
と
感
じ
ま
す
。
家
賃
が
高
い
の
で
売
り
上

げ
が
な
く
な
れ
ば
や
り
く
り
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

　

だ
か
ら
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
を
一
人
で
も
い

れ
て
美
味
し
い
も
の
を
提
供
し
て
固
定
客
を

ど
れ
だ
け
持
て
る
か
、
こ
れ
が
長
く
営
業
し

て
い
く
秘
訣
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

現
在
二
店
舗
を
管
理
す
る
総
料
理
長
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
や
り
甲
斐
を
非
常
に
感

じ
て
る
毎
日
で
す
。

　

香
港
は
物
価
は
安
い
の
で
生
活
し
や
す
い

で
す
。

　

あ
と
5
年
な
ん
と
か
働
か
せ
て
い
た
だ
い

て
永
住
権
を
取
得
し
た
い
と
思
い
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

海外同窓生便り⑮

後藤　正行
36期Ｇ組

香港で
日本料理に
生きる

教
職
員
人
事
異
動
（
平
成
27
年
度
）

◎
転
出

　

木
村　

英
一　

数
学
（
退
職
）

　

森
田　

深
雪　

数
学
（
石
神
井
）

　

山
岸　

啓
一　

数
学
（
向
丘
）

　

蒲　
　

達
也　

理
科
（
八
王
子
東
）

　

榎
本　

洋
一　

理
科
（
墨
田
川
）

　

市
川　

幸
一　

保
体
（
王
子
総
合
）

　

井
上　

裕
徳　

英
語
（
三
田
）

　

高
安
真
有
子　

英
語
（
深
沢
）

　

渡
辺　
　

篤　

国
語
（
文
京
・
再
任
用
）

　

櫻
井　

仁
美　

国
語
（
文
京
・
再
任
用
）

　

林　

美
奈
子　

理
科
（
文
京
・
再
任
用
）

　

成
田
賢
太
郎　

地
歴
（
非
常
勤
教
員・退
職
）

　

山
本　
　

裕　

理
科
（
非
常
勤
教
員・退
職
）

　
勅
使
河
原
本
和　

経
営
企
画
室
長
（
退
職
）

　

不
二
山
節
子

北
特
別
支
援
学
校
・
主
事
（
再
任
用
）

◎
転
入

　

福
田　

俊
輔　

数
学
（
杉
並
工
業
）

　

樋
口
千
恵
子　

数
学
（
田
柄
）

　

關　
　

朗
彦　

理
科
（
武
蔵
丘
）

　

今
門　

泰
久　

理
科
（
新
規
採
用
）

　

梨
本　

浩
司　

保
体
（
広
尾
）

　

横
溝　
　

泉　

英
語
（
小
金
井
北
）

　

竹
原　

義
和　

英
語
（
教
職
員
研
修
セ
）

　

神
田　

亮
二　
（
飛
鳥（
校
長
）非
常
勤
教
員
）

　

三
島　

毅
之　

数
学
（
両
国・非
常
勤
教
員
）

　

永
沢　

延
夫　

化
学
（
城
東・非
常
勤
教
員
）

　

石
塚
祐
一
郎　

経
営
企
画
室
長

（
大
泉
特
別
支
援
学
校
）

勤務先　 1  香港帝苑酒店
 The Royal Garden　1F 稲きく
 69 Mody Rd,Tsim Sha Tsui East,HK
 電話　+852　2733 2933
 2  IFCフォーシーズンズホテル　4F 稲きく
 8 Finance Street,Central,HK
 電話　+852 2805 0600

（編集部注　後藤さんは文京３期生の辻静雄氏が創設した、
大阪あべの辻調理師専門学校を卒業し、著名な日本料理店
東京吉兆に28年在籍してスカウトされました。奥ゆかしい
方で、最初の原稿ではこのことに全く触れず、こちらから聞
き出して明らかにしてくれました。）

皐月　大盃（花言葉…節制、節約） ウサギギク（花言葉…愛嬌）

ビクトリアピークにて

稲きくの全スタッフと（中央筆者）
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第
四
回
奨
学
金
授
与
式

　

４
月
12
日
（
日
）
母
校
進
路
学
習
室
に
お

い
て
第
67
回
文
京
高
等
学
校
同
窓
会
総
代
会

の
開
催
に
先
立
っ
て
、
一
昨
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
「
難
関
大
学
合
格
奨
学
金
」
第

四
回
褒
章
者
授
与
式
が
行
わ
れ
、
今
年
度
は

母
校
か
ら
16
名
の
推
薦
を
受
け
同
窓
会
が
9

名
を
選
定
ま
し
た
。
左
記
の
9
名
の
対
象
者

に
杉
本
会
長
か
ら
金
一
封
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
8
名
が
出
席
し
、
一
人
一
人

に
奨
学
金
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
７

月
11
日
（
土
）
の
役
員
・
常
任
幹
事
会
に

先
立
っ
て
４
月
に
出
席
出
来
な
か
っ
た
一

人
に
改
め
て
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

国
公
立
大
学
５
校
・
７
名

Ａ
組　

宮
澤　

篤
史

　
　
　

茨
城
大
学　

人
文
学
部

Ｂ
組　

浅
川　

瑠
海

　
　
　

東
京
学
芸
大
学　

教
育
学
部

Ｂ
組　

瀬
田　

尚
也

　
　
　

千
葉
大
学　

法
政
経
学
部

Ｃ
組　

彼
島　

瑞
生

　
　
　

筑
波
大
学　

情
報
学
群　

　
　
　
　
　
　

知
識
情
報
・
図
書
館
学
類

Ｅ
組　

太
田　

風
馬

　
　
　

東
京
学
芸
大
学　

教
育
学
部

Ｈ
組　

加
藤　

謙
弥

　
　
　

首
都
大
学
東
京　

健
康
福
祉
学
部

Ｈ
組　

高
橋　

勁
己

　
　
　

千
葉
大
学　

工
学
部

Ｈ
組　

平
田　

竜
土

　
　
　

首
都
大
学
東
京　

都
市
教
養
学
部

難
関
私
立
大
学
１
校
・
１
名

Ｈ
組　

松
本　

兵
亮

　
　
　

東
京
理
科
大
学　

理
学
部

（
写
真　

25
期
Ａ　

谷　

光
夫
）

奨
学
金
特
集

同窓会奨学金

留
学
体
験
と
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

私
は
将
来
、
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
心
に
決
め

た
き
っ
か
け
は
、
高
校
二
年
生
の
時
に
経
験

し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
一
年
留
学
で

す
。
私
は
東
京
都
の
留
学
制
度
の
研
修
生
と

し
て
高
校
一
年
生
の
時
に
留
学
を
す
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
留
学
ま
で
の

期
間
、
国
内
で
各
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
著

名
人
の
方
々
の
ご
講
演
を
聴
く
機
会
が
あ

り
、
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
の
職
員

の
方
の
ご
講
演
が
私
を
変
え
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
、
世
界
の
貧
し
い
国
々
、
人
々
が
い
る

と
言
う
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
多
く

の
写
真
や
話
の
内
容
に
衝
撃
を
受
け
た
と
共

に
、
職
員
の
方
々
が
貧
困
層
の
人
々
に
さ
れ

て
い
る
支
援
に
今
ま
で
以
上
に
強
い
興
味
を

持
ち
ま
し
た
。
そ
し
て
、
留
学
中
に
は
課
題

研
究
と
し
て
「
世
界
の
貧
困
」
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
や
日
本
な
ど
の

先
進
国
と
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
貧
し
い
国

の
貧
困
に
つ
い
て
調
べ
考
察
し
ま
し
た
。
よ

り
一
層
、
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
携
わ
り
た

い
と
思
う
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

国
際
関
係
学
科
進
学
と
英
語
教
師
へ

　

将
来
の
た
め
に
大
学
は
国
際
関
係
学
科
に

進
学
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
貧
困
に
つ

い
て
考
え
る
に
は
、
歴
史
、
経
済
状
況
な
ど

多
方
面
か
ら
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。で
す
か
ら
、必
ず
志
望
し
て
い
る
大
学
に

合
格
し
て
、学
び
た
い
で
す
。百
聞
は
一
見
に

し
か
ず
と
も
言
い
ま
す
か
ら
、
在
学
中
に
長

期
休
み
を
利
用
し
て
短
期
で
現
地
に
足
を
運

び
た
い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
座
学
だ
け
に

頼
ら
な
い
真
の
洞
察
力
を
養
い
た
い
で
す
。

　

私
一
人
が
貧
困
に
つ
い
て
考
え
た
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
し
た
と
し
て
も
、
残
念
な
が
ら
現

状
は
余
り
変
わ
ら
な
い
の
も
事
実
だ
と
思
い

ま
す
。
だ
か
ら
、
大
学
在
学
中
に
教
員
免
許

を
取
得
し
て
高
校
の
英
語
の
教
師
に
な
っ

て
、
将
来
に
役
立
つ
生
き
た
英
語
と
世
界
の

国
際
問
題
に
つ
い
て
も
高
校
生
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
高
校
で
次
世
代

の
優
秀
な
人
材
を
育
て
つ
つ
、
国
際
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
、
貧
し
い
人
々
の
役
に

立
つ
こ
と
が
、
私
の
夢
で
あ
り
一
生
の
目
標

で
す
。

（
注　

小
見
出
し
は
編
集
部
で
つ
け
ま
し
た
）

講
評
と
解
説　

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
、
新
入

生
で
の
久
保
校
長
の
式
辞
に
ヒ
ン
ト
を
得
て

決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
窓
会
長
が
新
し

く
な
っ
た
機
会
を
捉
え
て
大
き
く
二
点
方
針

を
変
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

一
点
目
は
、「
同
窓
会　

在
校
生
支
援
奨

学
金
」
の
小
論
文
の
制
限
字
数
八
〇
〇
字
～

一
二
〇
〇
字
（
厳
守
）
を
、
七
〇
〇
字
程
度

～
八
〇
〇
字
迄（
厳
守
）に
し
た
こ
と
で
す
。

　

二
点
目
は
、
小
論
文
の
募
集
期
間
を
連
休

明
け
の
五
月
十
二
日
～
六
月
二
十
日
迄
の

一
ヶ
月
余
り
か
ら
、
四
月
二
十
二
日
～
五
月

十
五
日
迄
の
三
週
間
余
り
へ
と
短
縮
し
た
こ

と
で
す
。

　

こ
の
変
更
の
最
大
の
狙
い
は
、
応
募
者
を

増
や
し
て
奨
学
金
を
支
給
す
る
生
徒
数
を
増

や
し
、
出
来
れ
ば
三
年
生
の
応
募
者
を
増
や

し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
狙
い
は
成
功

し
ま
し
た
。

　

今
年
の
応
募
者
数
は
、二
年
生
が
15
名（
昨

年
12
名
）
で
男
子
が
8
名
（
7
名
）、
女
子

7
名
（
5
名
）
で
、合
格
者
は
、男
子
6
名
、

女
子
4
名
の
計
10
名
で
し
た
。

　

三
年
生
は
37
名
（
昨
年
15
名
）
で
男
子
が

14
名
（
2
名
）、
女
子
23
（
13
名
）
と
倍
増

し
ま
し
た
。
合
格
者
は
男
子
6
名
、
女
子
14

名
の
計
20
名
で
し
た
。
恐
ら
く
、
進
級
直
後

の
目
標
を
立
て
や
す
い
時
期
と
連
休
を
挟
ん

だ
こ
と
が
大
き
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

講
評　

選
考
委
員
全
員
一
致
で
麦
田
さ
ん
の

小
論
文
を
選
び
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
結
論
を

冒
頭
に
持
っ
て
き
て
、
何
故
そ
の
よ
う
に
考

え
る
に
至
っ
た
か
を
、
自
分
の
留
学
体
験
と

事
前
研
修
を
通
じ
て
問
題
意
識
を
も
っ
た
こ

と
、
留
学
時
の
課
題
研
究
で
知
っ
た
こ
と
を

ま
ず
自
分
の
言
葉
で
述
べ
て
い
る
こ
と
で

す
。そ
し
て
、目
標
と
す
る
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
す
る
た
め
の
進
学
先
や
語
学
力
や

必
要
な
学
問
領
域
と
目
標
に
近
づ
く
た
め
の

職
業
と
し
て
の
英
語
教
師
な
ど
、自
分
の「
人

生
設
計
」
と
す
る
の
に
相
応
し
い
結
語
を
序

論
・
本
論
・
結
論
と
端
的
に
ま
と
め
て
い
る

事
で
す
。

私
の
人
生
設
計	

３
年
Ｆ
組　

麦　

田　

菜
々
子

奨
学
金
小
論
文

大学名 人数
茨城 1
筑波 1
埼玉 3
千葉　 3
東京海洋　 1
東京学芸　 2
電気通信　 1
千葉保健医療 2
首都大東京 2

国公立大学　合計 16

国家公務員（内閣府） 1
航空自衛隊 1

大学名 人数
上智 5
東京理科 6
慶應義塾 1
早稲田 7

早慶上理　小計 19
青山学院 11
中央 9
法政 39
明治 20
立教 27

MARCH　小計 106
成蹊 6
成城 19
明治学院 19
獨協 28
國學院 9
武蔵 10
学習院 10
成成明獨國武学　小計 60

大学名 人数
日本 46
東洋 98
駒澤 19
専修 17

日東駒専　小計 180
神奈川 4
大東文化 13
東海 5
亜細亜 21
拓殖 7
帝京 10
国士舘 12
跡見学園女子 5
大妻女子 10
学習院女子 1
神田外語 3
杏林 5
玉川 8
工学院 14
芝浦工業 14
順天堂 4
昭和女子 4
東京家政 10
東京電機 16
東京経済 11
東京都市 2
東京農業 13
東京女子 1
日本女子 4
文教 14
武蔵野 8
その他 193

私立大学　合計 814

短大名 人数
青山学院女子 2
東京農業大学 1
東京家政大学 3
その他 6

短期大学　合計 12

専門学校名 人数
都立看護 7
日大付属看護 3
日本外国語 4
その他 21

合　計 35

国公立大学

就職者数

私立大学

短大合格者数

主な専門学校合格者数

平成26年度（第67期生他）大学・短大・専門学校合格状況（人数は延べ人数）

大学73.8%短大1.3%

就職0.6%
専門学校
7.7%

未定16.6%
大学 231
短大　 4
専門学校 24
就職 2
未定 52

計 313

現役卒業生進路状況
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の
ご
支
援
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

杉
本
会
長
を
議
長
と
し
て
議
案
審
議
に
移

り
ま
し
た
。

第
1
号
議
案　

平
成
26
年
度
事
業
報
告

　

杉
本
会
長
の
活
動
総
括
に
続
い
て
各
部

（
総
務
部
・
会
員
部
・
会
報
部
・
ホ
ー
ム
ペ

ジ
部
・
集
い
部
・
催
事
部
）
が
事
業
報
告
を

行
い
ま
し
た
。
母
校
支
援
・
奨
学
金
・
卒
年

優
秀
者
表
彰
に
つ
い
て
会
長
よ
り
報
告
を
い

た
し
ま
し
た
。

第
2
号
議
案　

平
成
26
年
度
決
算
報
告
並
び

に
監
査
報
告

　

決
算
報
告
を
有
賀
会
計
部
長
よ
り
説
明
が

あ
り
、
監
査
報
告
を
大
川
監
査
に
よ
り
報
告

を
行
い
ま
し
た
。
議
案
審
議
に
移
り
第
1
号

議
案
並
び
に
第
2
号
議
案
は
、
拍
手
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

第
3
号
議
案　

平
成
27
年
度
会
長　

承
認
の

件

　

大
川
監
査
に
議
長
を
交
代
。
平
成
27
年
1

月
17
日
（
土
）
の
第
5
回
役
員
・
常
任
幹
事

会
に
て
小
林
洋
一
郎
氏
（
18
期
Ｂ
組
）
が
会

長
に
選
出

さ
れ
た
旨

の
報
告
が

あ
り
、
総

代
会
で
の

承
認
を
計

り
全
員
一

致
で
承
認

さ
れ
ま
し

た
。
続
い

て
小
林
新

会
長
よ
り

平
成
27
年
度
役
員
人
事
が
発
表
さ
れ
全
員
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
同
時
に
杉
本
安
弘

氏
（
12
期
Ｃ
組
）
を
名
誉
会
長
に
推
挙
し
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

第
4
号
議
案　

平
成
27
年
度　

事
業
計
画

（
案
）

　

小
林
新
会
長
よ
り
活
動
方
針
に
続
い
て
各

部
が
事
業
計
画
の
発
表
を
行
い
、母
校
支
援・

奨
学
金
・
卒
年
優
秀
者
表
彰
に
つ
い
て
小
林

会
長
よ
り
説
明
を
い
た
し
ま
し
た
。

第
5
号
議
案　

平
成
27
年
度
予
算
（
案
）

　

平
成
27
年
度
の
予
算
案
の
説
明
を
隅
田
会

計
部
長
よ
り
行
い
ま
し
た
。
第
4
号
議
案
並

び
に
第
5
号
議
案
は
、
拍
手
で
承
認
さ
れ
総

代
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
学
年
幹
事
の
方
々
と
役
員
・
常

任
幹
事
で
懇
談
会
に
移
り
自
己
紹
介
な
ど
情

報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。同
時
に
本
年
の「
集

い
」
招
待
期
幹
事
会
第
1
回
を
開
き
11
月
に

向
け
て
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
定
刻
を

回
り
17
時
過
ぎ
に
皆
さ
ん
母
校
を
後
に
し
ま

し
た
。　
　
（
写
真　

25
期
Ａ　

谷　

光
夫
）

平
成
27
年
度
総
代
会
開
催

　

4
月
13
日
（
日
）
母
校
進
路
学
習
室
に
て

学
年
幹
事
81
名
（
委
任
状
提
出
者
を
含
む
）

役
員
・
常
任
幹
事
18
名
が
出
席
し
て
総
代
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
務
部
長
よ
り
本
日

の
総
代
会
が
成
立
す
る
旨
報
告
が
あ
り
、
開

催
宣
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

杉
本
同
窓
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
同
窓

会
も
昭
和
23
年
の
設
立
以
来
、
同
窓
生
の
ご

協
力
を
頂
き
こ
こ
に
「
第
67
回
総
代
会
」
を

迎
え
ま
し
た
。
秋
に
開
催
さ
れ
る
「
同
窓
生

の
集
い
」
は
23
回
を
数
え
参
加
者
は
４
０
０

名
を
越
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
母
校
と
の

絆
も
強
く
「
総
代
会
」「
集
い
」「
役
員
会
」

な
ど
は
全
て
母
校
開
催
が
で
き
る
こ
と
に
は

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
も
学
年

幹
事
の
方
々
に
は
、「
役
員
」「
常
任
幹
事
」

と
し
て
さ
ら
な
る
ご
協
力
を
頂
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

国
公
立
、
私
立
難
関
大
学
合
格
者
へ
の
奨

学
金
授
与
に
移
り
学
校
よ
り
推
薦
頂
い
た
中

よ
り
9
名
を
選
出
し
、
当
日
出
席
の
8
名
に

杉
本
会
長
よ
り
授
与
い
た
し
ま
し
た
。

　

来
賓
の
久
保
淳
校
長
先
生
よ
り
ご
挨
拶
を

頂
き
ま
し
た
。今
年
の
卒
業
生
は
、大
変
良

い
進
学
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
国
公
立
大
は

昨
年
の
10
名
か
ら
17
名
に
増
え
、有
名
私
大

へ
の
合
格
も
多
く
延
合
格
者
数
は
７
８
０
名

（
卒
業
生
役
３
１
０
名
）
で
あ
り
複
数
合
格
者

が
多
く
な
り
学
校
の
レ
ベ
ル
も
高
く
な
り
ま

し
た
。
近
隣
他
校
と
の
比
較
に
お
い
て
も
大

き
く
伸
び
て
い
ま
す
。
新
入
生
は
9
ク
ラ
ス

に
な
り
全
校
で
は
１
０
３
６
名
に
な
り
都
立

最
大
校
と
な
り
ま
す
。
今
後
も
教
職
員
一
丸

に
な
り
取
組
ん
で
参
り
ま
す
。
同
窓
会
か
ら

同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス

同窓生ニュース

有賀慶子税理士事務所
税理士
12 期Ｆ　有 賀 慶 子

（野口）
〒 101-0051 千代田区神田神保町 2-14
　　　朝日神保町プラザ　908 号室 
　　　Tel.03-3221-0375

　　　　日本工業大学

理事長

14 期Ｆ　柳 澤 　 章
〒 345-8501
埼玉県南埼玉郡宮代町学園台 4-1
Tel. 0480-34-4111（代表）

大正大学（四学部 19 コース）

名誉教授

14 期Ｇ　平 井 宥 慶
大学住所
〒 170-8470　豊島区西巣鴨 3-20-1

Tel.03-3918-7311（代）
文京高校のすぐ近くです

株式会社 オフィス・オオカワ
代表取締役
16 期Ｅ　大　川　　衞

〒 170-0013 豊島区東池袋 1-20-2 
　　　  池袋ホワイトハウスビル 608 号室 
TEL. 03-6907-4515  FAX. 03-6907-4533

（社）東京都宅地建物取引業協会会員
不動産売買・賃貸仲介業　不動産管理業　損害保険代理業

㈱富士建

13 期Ｃ　鈴　木　　孝
建築・不動産

TEL. 03-3910-3208
大塚・母校近くです。

宮本智法律事務所
弁護士

18 期Ｈ　宮　本　　智
〒 169-0074 新宿区北新宿 1-8-23 
 アムハードビル 7F 
 事務所　Tel.03-5386-6911（代） 
 自宅　Tel.03-3926-5354

東洋造機株式会社
代表取締役

20 期Ｇ　土　田　　明
〒 352-0016 新座市馬場 2-6-5 
TEL. 048-478-7128 FAX. 048-478-7847
 E-mail:akira@toyoz.co.jp
 http://www.toyoz.co.jp

弁理士
19 期Ｈ　堀　田　　実

〒 108-0014 港区芝 5-26-20 
建築会館４階 
Tel.03-5476-6355 
Fax.03-5476-7244 
E-mail:asa@pp.iij4u.or.jp

株式会社 トウリハウジング
 代表取締役
30 期Ｇ　山 田 正 明

〒 115-0045 北区赤羽 2-16-10 
 エバーグリーン２Ｆ 
 Tel. 03-5249-7115

URL  http://www.touri-h.co.jp/

弁護士
25 期Ｆ　藤 澤 知 之
〒 170-0002 豊島区巣鴨 3-25-8 
 第二扇屋ビル 5 階
 藤澤法律事務所

http://www.bengo.info 
Tel.03-3949-3770 Fax.3771

ス ペ イ ン 王 立 舞 踊 演 劇 高 等 芸 術 学 院 
（コンセルバトリオ・デ・マドリー）公認師範

フラメンコ舞踊

21 期Ｇ　小 林 伴 子
ラ・ダンサ 
〒 169-0075 新宿区高田馬場 4-8-2 
Tel & Fax 03-3360-6656 
http://www.la-danza.net

有限会社  鳥海山麓  齋藤農場
代表　45 期Ｂ　齋 藤　武

コシヒカリ・ササニシキ・ミルキークイーンなど 
鳥海山の麓の棚田で様々なお米を生産販売しています。
お気軽にお問い合わせください。
〒999-8304 山形県飽海郡遊佐町白井新田字藤井北33番地の2 
Tel&Fax  0234-71-2313 
http://www10.ocn.ne.jp/~f-saito/

内藤歯科医院
歯学博士・臨床研修指導医

47 期 B　内　藤　裕　義
文京区千駄木4-8-6
Tel  03-3824-6482

平日22時迄診療

有限会社　内田製作所
	 代表取締役
27期Ｂ　内　田　　誠
MOBILE	090・1992・1358

本社　〒174-0051	板橋区小豆沢 2-35-3	
第一工場　Tel.03-3966-3596	Fax.03-3966-6822	
川口工場	〒 333-0844	川口市上青木1-9-18	
	 Tel.048-256-5779	Fax.048-256-5785
足立倉庫	〒 123-0872	足立区江北 4-19-10	
	 E-mail:uchidass@mb.infoweb.ne.jp
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入
学
七
十
年
と
一
金
会

　

今
年
は
戦
後
七
十
年
に
当
た
る
が
、
私
た

ち
文
京
高
校
（
入
学
当
時
は
旧
制
豊
島
中
）

の
新
制
三
期
生
に
と
っ
て
も
、
入
学
七
十
年

で
あ
る
。

　

昭
和
二
十
年
四
月
十
二
日
、
空
襲
警
報
中

に
入
学
式
。
そ
の
日
一
度
だ
け
教
室
に
入
っ

た
の
を
覚
え
て
い
る
。
机
と
椅
子
が
一
体
に

な
っ
て
い
て
、
が
っ
ち
り
と
重
か
っ
た
の
を
、

持
ち
上
げ
よ
う
と
し
た
時
の
感
触
で
記
憶
し

て
い
る
。

　

翌
十
三
日
夜
、
大
空
襲
で
校
舎
全
焼
。
そ

れ
か
ら
は
毎
日
焼
け
跡
片
付
け
で
あ
る
。
見

渡
す
限
り
の
焼
け
野
原
、
目
に
付
く
の
は

所
々
に
有
る
焼
け
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
中
層

ビ
ル
。
あ
の
頃
大
塚
駅
の
ホ
ー
ム
か
ら
は
、

く
っ
き
り
と
富
士
山
が
見
え
た
が
、
あ
の
光

景
は
い
つ
頃
ま
で
続
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

学
校
の
隣
の
焼
け
ビ
ル
（
都
有
）
の
瓦
礫

を
始
末
し
、
都
立
九
中
（
現
北
園
高
校
）
か

ら
余
っ
た
黒
板
や
机
・
椅
子
な
ど
を
、
生
徒

た
ち
の
人
力
で
運
ん
で
き
て
、
少
し
ず
つ
授

業
が
始
ま
る
。
交
替
で
授
業
を
受
け
な
が
ら
、

校
庭
を
耕
し
て
畑
に
し
た
。

　

池
袋
は
当
時
も
交
通
の
要
衝
だ
っ
た
。
国

鉄
の
山
手
線
・
赤
羽
線
、
私
鉄
の
東
武
・
西

武
線
、
都
電
は
池
袋
を
終
点
に
都
心
へ
行
く

線
と
、
池
袋
駅
か
ら
は
少
し
離
れ
て
い
る
が
、

今
も
唯
一
残
っ
て
い
る
日
ノ
出
町
（
東
池
袋
）

を
通
る
の
二
線
で
あ
る
。

　

大
塚
は
、
山
手
線
と
都
電
（
現
在
の
荒
川

線
と
バ
ス
路
線
と
な
っ
た
錦
糸
町
行
き
の
二

線
）で
あ
る
。
高
層
の
白
木
屋
デ
パ
ー
ト（
今

の
大
塚
ビ
ル
）
や
賑
や
か
な
仲
見
世
（
天
祖

神
社
の
参
道
）
も
あ
っ
て
、
買
い
物
や
遊
び

の
場
所
。
池
袋
は
郊
外
に
出
か
け
る
時
の
出

発
点
、と
言
う
の
が
、子
ど
も
の
頃
の
イ
メ
ー

ジ
で
あ
る
。

　

焼
け
野
原
に
な
っ
て
も
、
交
通
機
関
は
す

ぐ
に
復
旧
さ
れ
、池
袋
は
失
う
も
の
小
さ
か
っ

た
の
に
対
し
て
、
大
塚
は
デ
パ
ー
ト
も
仲
見

世
も
焼
け
た
ま
ま
。

　

池
袋
は
そ
の
後
背
地
に
多
く
の
疎
開
人
口

を
も
っ
て
い
た
上
に
、焼
け
出
さ
れ
て
移
っ
て

行
っ
た
人
た
ち
も
多
い
。仕
事
や
勉
学
で
池

袋
に
出
て
来
る
人
は
、超
満
員
の
電
車
に
揺

ら
れ
て
く
る
。
農
家
か
ら
の
食
料
品
を
は
じ

め
、種
々
の
生
産
物
も
運
ば
れ
て
く
る
。
ヤ

ミ
市
は
日
ご
と
に
ふ
く
れ
あ
が
っ
て
い
っ
た
。

　

池
袋
近
辺
に
住
む
生
徒
や
、
私
鉄
で
池
袋

を
通
っ
て
通
学
し
た
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、

活
気
に
溢
れ
、
日
々
変
貌
し
て
い
く
池
袋
は

素
晴
ら
し
い
遊
び
場
で
あ
っ
た
。

　

豊
島
中
一
年
生
の
九
名
と
、
他
中
学
の
一

名
が
池
袋
で
遊
ん
で
い
る
う
ち
に
、
や
が
て

仲
間
意
識
を
自
覚
す
る
よ
う
に
な
る
。
彼
ら

は
映
画
の
「
十
戒
」
を
ヒ
ン
ト
に
、
十
人
の

仲
間
を
「
十
会
」
と
称
す
る
こ
と
に
な
る
。

多
感
な
中
学
・
高
校
の
六
年
間
を
共
に
し
た

彼
ら
は
、
大
学
で
は
別
れ
は
し
た
が
、
結
束

は
崩
れ
な
か
っ
た
。
社
会
人
に
な
る
と
、
互

い
に
応
援
し
た
り
、
利
用
し
た
り
、
温
泉
翌

日
ゴ
ル
フ
な
ど
、
大
人
の
遊
び
を
楽
し
む
。

仕
事
の
関
係
や
趣
味
が
縁
で
、
仲
間
に
加

わ
っ
て
く
る
同
期
生
も
出
て
来
る
。

　

八
十
代
の
高
齢
に
な
っ
た
今
で
も
「
十
会
」

の
初
め
か
ら
続
い
て
い
る
者
、
若
い
頃
に
仲

間
に
な
っ
た
者
、
私
の
よ
う
に
近
年
に
な
っ

て
加
わ
っ
た
者
、
様
々
で
あ
る
が
、
年
を
重

ね
る
と
遠
出
の
旅
行
や
ゴ
ル
フ
の
旅
は
体
力

的
に
無
理
に
な
り
、
集
ま
り
の
ス
タ
イ
ル
も

ま
た
変
化
し
て
き
た
。

　

近
年
だ
け
を
見
て
も
、二
〇
〇
二（
平
成

一
四
）年
か
ら
七
、八
年
は
、忘
年
会
と
い
っ

た
会
合
が
主
体
だ
っ
た
が
、二
〇
〇
九
年
か

ら
は
、現
在
の「
一
金
会
」に
な
っ
た
と
言
う
。

今
年
の
一
月
、最
初
の
集
ま
り
は
九
日
で
あ
っ

た
。奇
数
月
の
第
一
金
曜
日
が
定
例
だ
が
、一

月
二
日
は
三
が
日
で
集
ま
り
に
く
い
。で
、第

二
金
曜
に
な
っ
た
。
近
頃
は
現
れ
な
い
仲
間

が
、
埼
玉
の
奥
の
方
か
ら
や
っ
て
き
た
。
三

月
は
定
例
通
り
六
日
。
五
月
は
一
日
に
な
る
。

　

会
場
は
神
楽
坂
の
老
舗
そ
ば
屋
の
「
翁
庵
」

そ
の
二
階
と
決
ま
っ
て
い
る
。
テ
ー
ブ
ル
の

部
屋
で
椅
子
席
で
十
四
、五
名
が
集
ま
れ
る

部
屋
で
有
る
。
い
つ
も
十
名
前
後
が
参
加
。

午
後
の
二
時
間
程
度
。

　

ビ
ー
ル
の
乾
杯
に
始
ま
り
、
あ
と
は
飲
み

た
い
者
は
各
自
が
注
文
。
飲
ま
な
い
も
の
は

そ
ば
屋
ら
し
い
料
理
が
で
て
い
る
の
で
そ
れ

を
食
べ
な
が
ら
、
ま
ず
は
欠
席
者
の
動
静
の

報
告
か
ら
始
ま
っ
て
、
あ
れ
こ
れ
と
移
っ
て

行
く
。
同
病
相
慰
め
た
り
、
耳
寄
り
な
話
を

聞
い
た
り
、
生
徒
の
頃
の
思
い
出
話
に
盛
り

上
が
っ
た
り
、
い
つ
の
間
に
か
そ
ば
を
馳
走

に
な
る
時
間
が
や
っ
て
来
る
。

　

あ
、
そ
う
だ
。
二
、三
日
中
に
五
月
の
会
の

出
席
を
幹
事
に
知
ら
せ
な
け
れ
ば
─
─
。

　
「
一
金
会
」
の
長
寿
を
祈
る
。

３
期
Ａ
組　

太
田 

敏
夫

４
期
Ｃ
組
ク
ラ
ス
会

　

平
成
27
年
７
月
３
日
（
金
）「
４
期
Ｃ
組

ク
ラ
ス
会
」（
第
58
回
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

11
名
の
出
席
で
し
た
。
開
会
に
先
立
ち
隅
田

君
が「
日
本
輸
血・細
胞
治
療
学
会
」か
ら「
第

14
回
村
上
記
念
賞
」
を
受
賞
し
た
旨
紹
介
が

あ
り
、
本
人
か
ら
受
賞
の
喜
び
・
受
賞
の
内

容
に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

年
寄
集
団
「
三
人
寄
れ
ば
、
病
気
の
話
」

に
話
題
が
集
中
し
ま
し
た
が
、Ｎ
君
の「
話
題

を
明
る
い
話
に
変
え
よ
う
」の
発
言
で
、一
転
、

高
校
在
学
時
代
の
ロ
マ
ン
ス
の
話
に
盛
り
上

が
り
、
ま
た
、
食
糧
難
の
時
代
い
く
ら
か
で

も
食
い
扶
持
の
足
し
に
と
荒
川
土
手
に
薩
摩

芋
を
植
え
た
、
そ
の
収
穫
の
量
が
多
か
っ
た

少
な
か
っ
た
と
の
話
題
で
喧
々
諤
々
。
元
町

小
学
校
で
６
年
間
勉
強
し
た
思
い
出
話
に
花

が
咲
き
、
楽
し
い
ひ
と
時
に
な
り
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ス
会
の
定
例
開
催
日
は
、
毎
年
７
月

の
第
１
金
曜
日
、
と
決
め
て
い
ま
す
。
来
年

も
元
気
な
姿
で
再
会
を
約
束
し
て
解
散
し
ま

し
た
。　
　

文
責
：
伊
東
映
二
・
福
本
健
次

　

隅
田
幸
男
氏
（
４
期
Ｃ
組
）

「
第
14
回
村
上
記
念
賞
」
受
賞

　

本
年
５
月
28
日
「
第
68
回
日
本
輸
血
・
細

胞
治
療
学
会
」
席
上
で
理
事
長
半
田
誠
氏
か

ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
隅
田
氏
が
“
心
臓

血
管
外
科
医
と
し
て
臨
床
の
傍
ら
本
学
会
を

含
む
国
内
外
の
学
会
活
動
を
通
じ
て
冷
凍
血

液
の
開
発
や
自
家
造
血
幹
細
胞
移
植
の
実
施

等
我
が
国
の
細
胞
凍
結
の
先
駆
者
と
し
て
輸

血
医
療
や
低
温
医
学
の
発
展
に
尽
力
”
し
て

き
た
こ
と
、
ま
た
、“
特
筆
す
べ
き
こ
と
と

し
て
、
未
だ
在
野
に
お
い
て
私
設
研
究
所

を
運
営
し
精
力
的
に
研
究
活
動
を
続
け
て
い

る
こ
と
”
か
ら
、
そ
の
業
績
に
対
し
、「
第

14
回
同
学
会
村
上
記
念
賞
」
が
授
与
さ
れ
た

も
の
で
す
。「
村
上
記
念
賞
」
は
輸
血
学
者
、

故
村
上
省
三
氏
の
業
績
を
記
念
し
設
け
ら
れ

た
も
の
で
、
同
氏
は
東
京
大
学
旧
血
清
学
教

室
、
日
赤
中
央
血
液
セ
ン
タ
ー
所
長
、
東
京

女
子
医
大
教
授
、
日
本
輸
血
学
会
会
長
な
ど

を
つ
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

隅
田
氏
は
東
邦
医
大
卒
業
後
、
若
い
頃
か

ら
「
冷
凍
血
液
」
の
研
究
に
関
心
を
持
ち
、

既
に
１
９
６
５
年
に
は
冷
凍
血
液
輸
血
の
発

表
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
68
年
、
国
立
福
岡

中
央
病
院
外
科
へ
就
職
し
た
後
、
胸
部
心
臓

血
管
外
科
の
傍
ら
で
冷
凍
血
液
の
輸
血
も
続

け
、
73
年
、
74
年
、
そ
の
臨
床
成
績
を
外
国

で
出
版
し
ま
し
た
。
邦
人
に
よ
る
英
文
医
書

は
希
な
時
代
で
、
こ
の
本
は
世
界
中
で
引
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
同
氏
は
現
在
な
お
銀
座
で

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
業
す
る
と
と
も
に
、細
胞
、

組
織
、
臓
器
の
凍
結
解
凍
後
の
現
象
を
毎
日

観
察
す
る
な
ど
研
究
に
余
念
が
な
く
、
世
界

的
な
学
会
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

隅
田
氏
は
長
年
研
究
と
臨
床
と
を
支
援
し

て
く
れ
た
方
々
に
感
謝
す
る
と
同
時
に
、
今

後
と
も
賞
の
名
を
辱
め
な
い
よ
う
努
め
る
、

と
受
賞
の
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
す
。

（
文
責　

福
本 

健
次
）

25
期
同
期
会
開
催
報
告

　

２
０
１
４
年
9
月
28
日 

『
祝
還
暦 

文
京
高

校
25
期
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
期
生
70
名
の
参
加
申
込
を
頂
き
、
幹
事

一
同
、
心
か
ら
嬉
し
く
感
激
で
し
た
。

　

ご
参
加
頂
き
ま
し
た
皆
さ
ま
、
オ
ク
ラ
ホ

マ
ミ
キ
サ
ー
や
校
歌
合
唱
♪ 

も
楽
し
か
っ

た
で
し
ょ
⁉

　

何
か
赤
い
も
の
、
ち
ょ
っ
と
温
か
く
な
っ

た
♥
…
そ
し
て
～

　

そ
し
て
集
合
写
真
、
無
事
に
ご
自
宅
ま
で

持
ち
帰
っ
て
頂
け
ま
し
た
か
？ 

二
次
会
も

そ
れ
ぞ
れ
盛
り
上
が
っ
た
と
報
告
が
届
い
て

い
ま
す
。

　

先
生
方
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

見
た
目
の
年
齢
差
は
感
じ
ら
れ
ず
受
付
で
も

戸
惑
う
こ
と
多
々
～
失
礼
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
許
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
当
日
の
楽
し
い
写
真
を
お
持
ち
の
皆

さ
ま
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

bunkyo7
0

4
_7

3
3

_2
5

ai@
yahoo.

co.jp 

に
お
送
り
く
だ
さ
い
。
デ
ー
タ
を
ま

と
め
て
、
次
回
同
期
会
に
て
上
映
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
回
の
同
期
会
開
催
を
も
ち
ま
し
て
、
学

年
幹
事
の
交
代
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
新
学
年
幹
事
は 

Ａ
組 

谷 

光
夫 

Ｂ
組 

荒
井
三
紀
夫
の
お
二
人
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
準
備
か
ら
当
日
担

当
任
務
ま
で
無
理
難
題
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま

し
た
ク
ラ
ス
幹
事
さ
ん
、
世
話
役
を
買
っ
て

出
て
く
だ
さ
っ
た
有
志
の
方
々
、
協
賛
金
等

お
寄
せ
頂
い
た
皆
さ
ま
…
「
感
謝
で
す
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

　

卒
業
記
念
の
指
輪
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
お

持
ち
の
方
は
12
名
で
し
た
！ 

記
念
品
プ
レ

ゼ
ン
ト
★

　

最
後
全
員
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
男
女
各
1
名
に

赤
い
… 

愛
用
し
て
く
だ
さ
い
ね
！

　

Ｂ
組 

加
藤 

信
淨

　

Ｇ
組 

隅
田 

彰
子

同窓生ニュース

ホテルサンルート
プラザ新宿「芙蓉」
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紫
雲
祭
が
９
月
12
日（
土
）～
13
日（
日
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
窓
会
と
し
て
、
①

在
校
生
に
同
窓
会
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
、
②
同
窓
生
に
母
校
を
気
楽
に
尋
ね
て

も
ら
う
機
会
と
し
て
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
会
場
は
２
階
21
教
室
、
①
文
京
の
歴

史
、
②
海
外
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
（
36
期
Ｇ
後

藤
正
行
さ
ん
）、
③
大
塚
駅
周
辺
の
名
所
、
④

見
学
会
を
実
施
し
た
神
楽
坂
の
紹
介
、
⑤
伊

能
忠
孝
の
測
量
図
の
展
示
の
他
、
第
21
回
東

京
校
歌
祭
の
映
像
を
放
映
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
、
文
京
高
校
の
在
校
生
・
卒
業

生
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
他
、
文
京
高
校
に
進
学
を
考
え

て
い
る
小
・
中
学
生
の
親
子
連
れ
、
周
辺
の
住

民
の
方
々
も
含
め
、
２
日
間
で
約
４
０
０
名
以

上
の
方
が
見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
在
校
生
か
ら
文

京
の
歴
史
を
初
め
て
知
っ
た
、
中
学
生
か
ら

高
校
選
び
の
参
考
に
な
っ
た
、
写
真
が
あ
っ
て

わ
か
り
や
す
く
勉
強
に
な
っ
た
、
文
京
高
校
の

校
歌
が
流
れ
て
い
て
よ
か
っ
た
な
ど
の
意
見
が

多
数
あ
り
ま
し
た
。

　

毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

来
年
は
久
し
ぶ
り
に
母
校
に
足
を
運
ん
で
、

青
春
時
代
に
過
ご
し
た
懐
か
し
い
思
い
出
に

浸
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

第
22
回
東
京
校
歌
祭
に
参
加

　

秋
恒
例
の
東
京
校
歌
祭
が
平
成
26
年
11
月

１
日
（
土
）
杉
並
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
前
回
ま
で
日
比
谷
公
会
堂
で
し
た
が
、

東
京
都
財
務
局
Ｈ
Ｐ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
構

造
耐
震
指
標
のIs

値
が0

.4
6

（0
.3

0

～

0
.6

0

は
倒
壊
し
、
又
は
崩
壊
す
る
危
険
性

が
あ
る
）
と
低
い
た
め
、
昨
年
か
ら
杉
並
公

会
堂
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
日
程
も
例
年

10
月
第
１
土
曜
日
で
し
た
が
、
会
場
変
更
に

伴
い
１
ケ
月
遅
れ
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
程
の
変
更
と
参
加
者
の
高
齢
化
に
よ
る

欠
席
者
が
増
加
し
た
が
、
新
し
く
20
期
の
女

性
３
名
と
40
期
の
安
達
陽
一
さ
ん
の
お
声
か

け
で
例
年
の
参
加
者
数
を
確
保
、
吹
奏
学
部

24
名
を
含
め
55
名
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

参
加
校
は
、
都
立
高
校
16
校
の
他
、
東
京

大
学
、
一
橋
大
学
、
慶
応
義
塾
大
学
、
早
稲

田
大
学
の
特
別
参
加
を
含
め
合
計
20
校
。
文

京
高
校
の
曲
目
は
、
①
三
中
校
歌
（
昭
和
15

年
～
終
戦
）、
②
生
徒
歌｢

あ
し
た
の
ぞ
め

ば
遥
か
な
る｣

（
昭
和
30
年
～
43
年
）
③
文

京
高
校
校
歌
（
昭
和
44
年
～
）
の
３
曲
を
歌

い
ま
し
た
。
ま
た
、
出
演
の
順
番
が
最
後
の

た
め
全
員
合
唱
の｢

あ
お
げ
ば
尊
し｣

も

壇
上
で
歌
い
ま
し
た
。

　

出
演
す
る
前
、
安
達
さ
ん
小
森
さ
ん
達
の

指
導
の
も
と
に
杉
並
公
会
堂
の
控
室
で
練
習

を
行
っ
た
の
で
、
吹
奏
楽
部
の
生
演
奏
に
も

う
ま
く
調
和
す
る
こ
と
が
で
き
会
場
か
ら
も

大
き
な
拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
タ
ス
キ
が
完
成
し
タ

ス
キ
を
か
け
て
一
体
感
を
も
っ
て
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
11
月
３
日
（
火
）
文
化
の
日
、
会

場
は
昨
年
と
同
じ
「
杉
並
公
会
堂
」
で
す
。

12
時
30
分
の
開
会
式
の
あ
と
最
初
の
出
演
で

す
。
同
窓
生
と
在
校
生
と
の
絶
好
の
交
流
の

機
会
と
な
り
ま
す
の
で
、
１
曲
で
も
歌
え
る

方
や
見
学
の
み
の
方
も
大
歓
迎
、
友
人
を

誘
っ
て
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

紫
雲
祭
に
参
加

催
事
部
長  

20
期
Ｈ 

大
野　

透

26
期
Ｃ
組
「
還
暦
ク
ラ
ス
会
」
開
催

　

26
期
卒
Ｃ
組
の
「
還
暦
記
念
ク
ラ
ス
会
」

を
９
月
12
日
（
土
）、
ホ
テ
ル
第
一
イ
ン
池
袋

に
て
開
催
し
ま
し

た
。

　

担
任
だ
っ
た
太
田

三
郎
先
生
以
下
総
勢

23
名
が
集
ま
り
、
ク

ラ
ス
会
と
し
て
は
二

年
振
り
で
し
た
の
で

大
分
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

来
年
三
月
に
同
会

場
で
26
期
卒
Ａ
組
の

「
還
暦
記
念
」
を
開

催
予
定
と
の
こ
と
。

42
期
の
２
次
会
を
開
催
し
ま
す

　

42
期
の
２
次
会
を
開
催
し
ま
す
！　

既
に

遠
く
は
仙
台
か
ら
駆
け
つ
け
る
と
い
う
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！！

　
　
　
　
　
　

記

開
催
日
時
：
集
い
同
日 

17
：
00
～
19
：
00

会
場
：
大
塚
駅
ま
た
は
池
袋
駅
周
辺
を
予
定

会
費
：
５
５
０
０
円
前
後
を
予
定

※
準
備
の
都
合
上
、
出
欠
席
の
ご
連
絡
頂
け

る
と
幸
い
で
す
。

　

以
下
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ペ
ー
ジ
に
ご

記
入
頂
く
か
、
学
年
幹
事
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
に
ご
連
絡
下
さ
い
。http://goo.gl/

form
s/D

0
m

eiB
R

W
X

2

学
年
幹
事
：
Ｄ
組
為
国
・
Ｃ
組
樽
美
（
旧
姓

鈴
木
）

連
絡
先
：tam

e1
9

7
1

@
gm

ail.com

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
の

活
動
報
告

　

６
月
28
日
（
日
）
午
後　

懐
か
し
の
母
校

の
コ
ー
ト
に
迷
選
手
23
名
と
当
時
の
顧
問
で

あ
ら
れ
た
吉
野
哲
也
先
生
が
集
い
、
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
（
昔
は
軟
式
テ
ニ
ス
と
い
い
ま
し
た
）

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
の
は
集
合
写
真
で
は
前
列
中
央

の
吉
野
先
生
を
挟
ん
で
、
還
暦
周
辺
の
世
代

の
22
期
～
27
期
14
名
（
3
名
写
っ
て
い
ま
せ

ん
が
）
と
、
最
近
卒
業
し
た
65
期
～
67
期
９

名
で
し
た
。

　

Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
は
毎
年
２
回
、
母
校
の
コ
ー

ト
で
テ
ニ
ス
を
し
て
、そ
の
後
懇
親
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。
懇
親
会
だ
け
の
出
席
者
も
大
勢

い
ま
す
。

　

な
に
し
ろ
、
ベ
テ
ラ
ン
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
は
、
は

る
か
昔
の
杵
柄
で
テ
ニ
ス
を
す
る
の
で
す
か

ら
、
大
変
大
変
。
気
持
ち
は
ボ
ー
ル
を
追
っ

て
い
ま
す
が
、
な
に
し
ろ
足
が
動
き
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
テ
ニ
ス
が
始
ま
る
と
、
現
役
時
代

と
同
じ
気
持
ち
に
な
る
の
が
不
思
議
で
す

ね
。

　

Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
持
っ
て
い

る
の
で
す
よ
。
そ
の
ア
ド
レ
ス
で
す

https://sites.google.com
/site/

bunkyousofttenisubuobogkai/

　

健
康
第
一　

皆
様
お
疲
れ
様
で
し
た

　

今
度
は
秋
に
開
催
し
ま
す
。

22
期
Ｃ
組　

有
賀 

一
郎

同窓生ニュース
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20,558 円
25期同期会
18,000 円
軟若会責任者 関根次男 11 C
15,000 円
杉本　安弘 12 C
匿名
10,000 円
江口　秀夫 3 C
塚越　弘二 3 E
鶴巻　格 5 D
相馬　和子 5 E
鈴木　恵美子 7 B
豊田　耕一 11 A
大柳　良伸 11 A
有賀　慶子 12 F
礒飛　昇 20 C
齋藤　めぐみ 43 E
6,300 円
金沢　哲 19 E
6,000 円
山下　雅央 二 B
永山　升三 三 E
新倉　和夫 三 E
狩野　幸英 三 E
清水　一彦 2 A
東　勇介 5 E
山本　克行 6 C
浜口　宜子 6 C
野村　武彦 7 A
中尾　充宏 7 E
仁科　敏枝 9 F
園部　禮子 12 E
高宮　三郎 13 F
猪瀬　敏明 14 B
西尾　建男 16 G
中村　正雄 18 A
佐々木　慎一 21 A
上藤　千香子 32 H
5,000 円
中野　英喜 8 F
山本　ますみ 16 C
4,000 円
寺尾　隆尚 12 C
鈴木　徳保 27 B
3,000 円
小暮　真由美 教員
藤田　昭彦 教員
遊川　益次 教員
阿部　智子 教員
鈴木　喜太郎 嘱託
渡辺　元 一 A
前田　洋文 一 A
野久保　泰徳 一 B
高杉　暹 二 A
登山　昌昭 二 A
湖山　聖道 二 A
渡辺　光基 二 B
中村　正平 二 D
飯坂　忠昭 二 E
石渡　昭一 二 E
橋田　久仁雄 三 C
藤ヶ谷　敏明 三 C
山本　正彦 三 C
柴田　哲夫 三 E
高橋　明 四 A
伊藤　健三 四 A
内田　訓行 四 A
谷　正男 四 B
橋本　茂 四 C
福山　裕之 四 C
信田　重昭 1 AB
藤澤　豊彦 1 AB
石原　琢也 1 AB
森　理 2 A
木村　精二 2 B
雲井　陽造 2 C
横澤　靖夫 2 C
石島　格 2 D
中山　準 2 D
藤原　恒彦 3 A
長田　清治 3 A
鈴木　晃 3 A
山澤　夫司雄 3 B

庄司　武夫 3 B
中村　建美 3 D
野田　庄司 3 D
植村　耕作 3 E
野口　眞雄 3 E
荻野　郁太郎 3 E
前田　侊爾 3 E
矢島　稔 3 E
岡本　彬 3 E
杉浦　米吉 4 A
杉浦　米吉 4 A
南雲　勝洋 4 C
河野　毅 4 C
福本　健次 4 C
菱田　政夫 4 C
古藤　田汎達 4 C
沼田　吉弘 4 C
伊東　映二 4 C
豊田　恵之助 4 C
鶴　弘幸 4 D
望月　康男 4 E
高松　昭 5 B
林　敏子 5 D
高柳　隆一 5 D
熊谷　哲子 5 E
織原　五男 5 E
神永　明彌 5 F
川田　宏 6 A
椎橋　章二 6 A
木下　昌宏 6 B
青木　一郎 6 B
渡辺　英幸 6 E
中林　晴雄 7 A
長谷川　禎一 7 B
太田　寿子 7 B
小倉　啓 7 E
笹川　清 8 A
松山　繁昭 8 A
和気　佳子 8 B
横山　芳昌 8 B
鈴木　秀男 8 B
東郷　邦夫 8 C
鹿島　智巳 8 D
中谷　達次郎 8 D
檜山　節子 8 E
小松　征子 8 F
山田　都美枝 8 F
大沢　洋子 8 F
泉　誠一 9 A
井上　孝子 9 B
川辺　恵司 9 B
中田　基邦 9 B
西村　靖雄 9 C
太宰　啓至 9 C
大西　彦輔 9 D
清水　充 9 D
永田　貴成 9 D
名嘉　地六郎 9 D
横山　安行 9 D
千葉　哲 10 B
藤崎　可雄 10 D
菅沼　岑夫 10 E
渡辺　勇 11 B
藤田　喜美子 11 B
門山　榮作 11 E
田畑　巌 12 A
寺岡　幸子 12 B
渡辺　秀雄 12 C
中島　啓之 12 C
加藤　国夫 12 D
滝谷　敬一郎 12 D
江口　栄治 12 D
川尻　政紀 12 E
吉田　泰子 12 E
簗瀬　明道 12 E
内野　陽子 12 F
松村　桓生 12 F
増子　隆 13 A
木村　輝美 13 A
石渡　博之 13 B
瀬良　達明 13 C
大野　廉 13 D
松山　昌平 13 D
佐川　寛 13 D

野口　政則 13 D
宇野　峰子 13 E
上田　雅芳 13 F
小池　信子 13 F
高木　元道 14 A
鈴木　捷也 14 A
新井　弘順 14 A
細谷　佳子 14 A
岡田　善行 14 B
山田　務杜央 14 C
吉川　忠男 14 D
本松　成和 14 D
梅原　成晃 14 D
原田　雄一郎 14 E
高井　新一郎 14 E
比田　君代 14 E
柳沢　章 14 F
高岡　祥治 14 F
河合　敏子 15 A
稲垣　賢一 15 A
松本　嘉章 15 A
石嶋　光代 15 G
藤原　とし子 16 A
大嶋　浩二 16 A
石塚　嘉典 16 A
吉田　真智子 16 A
三宅　捷太 16 C
中村　篤司 16 C
長谷部　恵子 16 C
竹野　登 16 D
安藤　純夫 16 D
大川　衛 16 E
牛島　和恵 16 E
赤津　矩之 16 E
青木　修 16 F
宮原　民夫 16 F
樋口　信子 16 F
飯田　百合子 16 F
田村　泰昭 16 G
野田　みや子 16 G
菊地　賢三 16 G
小高　尚子 16 H
飯島　信義 16 H
石川　賢二 16 H
藤田　俊明 16 H
志村　修 17 B
佐々木　虔一 17 C
渡辺　俊司 17 E
中山　洋治 17 E
小林　泰子 17 E
鈴木　幸子 17 E
小野口　修 18 A
柴山　一行 18 A
望月　日出美 18 A
高橋　永次 18 C
大野　泰雄 18 C
藤原　泰子 18 D
横倉　礼子 18 E
森田　紀樹 18 E
小須賀　洋 18 E
遠藤　繁夫 18 E
西部　健二 18 F
匿名
野崎　真輔 18 I
藤田　二郎 18 I
清水　恭彦 18 I
赤松　かの子 19 B
大野　公代 19 B
久木　春子 19 C
田村　洋子 19 F
堀田　実 19 H
鎌田　良造 19 H
稲見　一郎 19 H
三輪　愼悟 19 H
本郷　義博 19 H
大芝　博明 19 I
伊藤　俊一 20 A
毛利　高徳 20 C
柏原　英明 20 D
田代　久美子 20 D
西森　喜世枝 20 F
正道寺　勉 20 H
山本　明 20 I
古川　真 21 A

305名様から1,134,858円のご出資をいただきました。まこ
とに有難うございました。

奨学賛助金に90名様から800,000円のご出資をいただき
ました。まことに有難うございました。在校生奨学金
１万5,000円を00名に贈りました。

◇運営協賛金　協力者一覧

◇奨学賛助金　協力者一覧

礒辺　みち子 21 C
茂木　幸蔵 21 C
石橋　進 21 C
日下部　和子 21 C
北本　京子 22 B
尾谷　良子 22 C
土屋　敏雄 22 E
嶋方　猛 22 F
渡辺　玲 22 G
春木　直治 23 A
小平　浩志 23 C
森泉　実千代 23 C
持永　和明 23 C
中井　壽子 23 E
清水　洋子 23 E
波多野　義和 24 D
片桐　弘 24 D
堀　明彦 24 F
沢田　建二 24 G
鳴海　彰 24 H
谷　光夫 25 A

高崎　稔 26 C
泉水　純子 26 F
秋山　友美 26 G
羽場　弘明 27 C
中村　由比子 27 E
関本　浩貴 27 H
菅原　勝 27 I
青柳　清志 28 B
吉田　均 28 H
野口　浩 30 E
西山　勲 30 F
西山　良枝 30 H
塚越　淳 31 E
平田　由紀子 31 F
関沼　達司 32 D
油井　清恵 33 I
関口　研二 34 E
野中　ちひろ 35 C
上岡　昇二 36 B
小室　雄二 36 B
岡部　能法 36 D

黒田　智美 36 J
小甲　和恵 39 G
吉岡　俊彦 40 A
高木　園子 40 F
木元　隆平 41 H
濱崎　宏典 43 A
富田　穣児 43 C
小森　豊 43 E
岡田　和子 43 F
寺崎　亜久里 61 C
空西　太志 62 D
駒　沙紋 64 E
増田　泰大 65 F
掛川　明典 66 B
渡邊　晃成 66 H
南雲　悠里 66 H
石合　崇人 66 H
1,000 円
高橋　明 四 A
二宮　庸子 22 I
古沢　圭祐 25 F

150,000 円
三井田沙知子 7 B
50,000 円
宮川　美知子 25 C
30,000 円
秋山　友美 26 G
20,000 円
田辺　勲 4 B
浜口　宜子 6 C
15,000 円
匿名
10,000 円
新倉　和夫 三 E
清水　一彦 2 A
大蔵　丈大郎 2 A
前田　侊爾 3 E
相馬　和子 5 E
尾形　佳郎 6 C
梅澤　隆子 8 A
岡本　憲治 9 F
豊田　耕一 11 A
大柳　良伸 11 A
堀川　美代子 11 E
三井　徳子 11 F
杉本　安弘 12 C
有賀　慶子 12 F
高宮　三郎 13 F
川辺　昇 14 B
平井　宥慶 14 G
福地　静夫 19 I
内原　康雄 20 E
5,000 円
湖山　聖道 二 A

石渡　昭一 二 E
福山　裕之 四 C
信田　重昭 1 AB
石原　琢也 1 AB
森　理 2 A
石島　格 2 D
植村　耕作 3 E
荻野　郁太郎 3 E
織原　五男 5 E
神永　明彌 5 F
椎橋　章二 6 A
多田　實 6 B
中尾　充宏 7 E
笹川　清 8 A
鈴木　秀男 8 B
東郷　邦夫 8 C
中谷　達次郎 8 D
中野　英喜 8 F
井上　孝子 9 B
名嘉地　六郎 9 D
門山　榮作 11 E
簗瀬　明道 12 E
増子　隆 13 A
石渡　博之 13 B
鈴木　孝 13 C
栗又　俊二 13 C
佐川　寛 13 D
宇野　峰子 13 E
福本　理乃 13 F
新井　弘順 14 A
本松　成和 14 D
柳沢　章 14 F
石塚　嘉典 16 A

竹野　登 16 D
安藤　純夫 16 D
大川　衛 16 E
赤津　矩之 16 E
青木　修 16 F
野田　みや子 16 G
菊地　賢三 16 G
飯島　信義 16 H
那須　妙子 17 A
志村　修 17 B
中村　正雄 18 A
小野口　修 18 A
小須賀　洋 18 E
匿名
野崎　真輔 18 I
清水　恭彦 18 I
大野　公代 19 B
堀田　実 19 H
秋元　紀子 20 E
正道寺　勉 20 H
山本　明 20 I
佐々木　慎一 21 A
嶋方　猛 22 F
美士路　知之 22 H
高橋　邦夫 25 I
野口　浩 30 E
上岡　昇二 36 B
黒田　智美 36 J
高木　園子 40 F
濱崎　宏典 43 A
小森　豊 43 E

竹内道雄先生から10,000円、簗瀬明道（12Ｅ）様、安藤
純夫（16Ｄ）様から2,000円、太田先生からご祝儀とし
て3,000円をいただきました。有難うございます。

◇その他寄付

（卒期の漢数字は旧制、洋数字は新制高校卒です）

山吹八重（花言葉…気品、崇高、金運）

平成27年度��都立文京高校同窓会��予算案 平成26年度�都立文京高校同窓会�決算報告書
平成 27 年 4 月 1 日 ～ 平成 28 年 3 月 31 日 平成 26 年 4 月 1 日 ～ 平成 27 年 3 月 31 日

会長　小林　洋一郎　（18 期Ｂ） 会計部長　有賀　慶子　（12 期Ｆ）

【 収　入 】 （単位：円） 【 収　入 】 （単位：円）
科　　　目 予　算　額 科　　　目 決　算　額

前年度繰越金 6,815,463 前年度繰越 6,942,809
運営協賛金 1,100,000

（注１）入会金
（258 名）

広告掲載料 180,000 4,257,000
集い参加費 50,000 運営協賛金 1,134,858
預金利息 1,000 広告掲載費 170,000
その他寄付 20,000 集い会費 64,000

小　　計 8,166,463 預金利息 435

同窓会入会金
（350 名） その他寄付等 17,000
5,775,000 合　　計 12,586,102

合　　計 13,941,463 単年度合計 5,643,293

【 支　出 】 【 支　出 】
科　　　目 予　算　額 科　　　目 決　算　額

 名簿作成・発送費 100,000 名簿作成費 90,400
 会報発行費 1,200,000 会報発行費 1,129,587
 会報発送費 2,260,000 会報発送費 2,075,388
 母校支援費 1,000,000 母校支援費 111,000
 総代会開催費 30,000 総代会開催費 26,409
 同窓会運営費 300,000 同窓会運営費 269,810
 集い開催費 1,300,000 集い開催費 1,132,344
 校歌祭後援費 150,000 校歌祭後援費 201,658
 紫雲祭参加費 50,000 紫雲祭参加費 36,923
 HP 運営管理費 400,000 ＨＰ運営管理費 297,120
 周年行事積立金 200,000 周年行事積立金 200,000
卒年優秀者表彰 180,000 （注２）卒年優秀者表彰 （54 名）162,000
 旧校舎ジオラマプロジェクト 0 旧校舎ジオラマプロジェクト 0
 予備費 996,463 予備費 38,000

合　　計 8,166,463 合　　計 5,770,639
繰越金（初期運営費） 6,815,463

奨 学 金 基 金
前年度残 収　　入 支　　出 本年度残

8,935,561
利息　　　　   96 難関大合格奨学金   300,000

9,066,657賛助金　   800,000 在校生支援奨学金   369,000

 基 本 財 産 明 細 
科　　目 前年度残 増　　減 本年度残

信託・定額預金 34,807,072 7,716 34,814,788
周年行事積立金 800,258 200,098 1,000,356
財産目録合計 35,607,330 207,814 35,815,144
平成 27 年４月５日
　　監査の結果以上に相違ないことをご報告申し上げます。

監　　査　　　大 川 　  衞（16 期Ｅ）　　　大 野 公 代（19 期Ｂ）

（注２）卒業生のうち成績優秀者及び皆勤者へ

（注１）決算額 25 年度卒業 1名、26 年度卒業 257 名

蔦（花言葉…誠実、結婚）
上の写真はハート形の蔦の紅葉です。

プラハにて

協賛金・賛助金、予算案、決算報告
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赤
坂
正
雄
先
生
（
英
語
）

　

平
成
26
年
12
月
８
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

死
因
は
心
不
全
、
享
年
86
歳
で
し
た
。

　

奥
様
の
芳
子
様
の
お
話
で
は
昨
年
７
月

に
自
宅
で
転
ん
で
骨
折
し
日
赤
入
院
後
、
近

く
の
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
し
て
リ
ハ

ビ
リ
中
に
亡
く
な
ら
れ
、
葬
儀
は
本
人
の

希
望
も
有
っ
て
家
族
葬
と
さ
れ
た
と
の
こ

と
で
し
た
。
墓
所
は
、
台
東
区
谷
中
２
─
５

─
１ 

興
禅
寺
（
電
話
：
０
３
─
３
８
２
１
─

３
６
８
４
）
最
寄
り
駅
は
千
代
田
線
東
京
メ

ト
ロ
千
代
田
線 

千
駄
木
駅
か
ら
0.5
㎞　

　

先
生
は
昭
和
３
年
９
月
17
日
に
赤
坂
家
の

４
人
兄
弟
の
長
男
と
し
て
現
在
の
荒
川
区
尾

久
生
ま
れ
ま
し
た
。
下
谷
区
立
（
現
在
の
台

東
区
）
西
町
尋
常
小
学
校
を
卒
業
後
、
創
立

直
後
の
第
三
市
立
中
学
校
に
二
期
生
と
し
て

入
学
。
戦
争
の
た
め
、
一
期
生
と
二
期
生
は

三
月
の
東
京
大
空
襲
直
前
に
繰
上
げ
卒
業
。

そ
の
後
、
昭
和
24
年
に
教
育
大
を
卒
業
し
て

都
立
北
野
高
校
で
英
語
の
教
師
と
し
て
教
員

生
活
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
戦
時
下
に
英
語

教
師
を
目
指
し
た
の
は
、
芹
沢
栄
先
生
の
影

響
と
の
こ
と
。（
紫
筍
57
号
Ｐ
．31
参
照
）
文

京
高
校
へ
は
奥
田
行
信
校
長
か
ら
請
わ
れ
て

昭
和
29
年
９
月
か
ら
44
年
ま
で
15
年
間
本
校

に
在
校
Ｏ
Ｂ
と
し
て
在
職
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
間
、
11
期
、
14
期
生
（
１
年
間
の
み
）、

16
期
生
（
２
年
間
の
み
）
19
期
生
、
を
卒
業

さ
せ
ま
し
た
が
、
10
期
生
、
15
期
生
は
１
年

で
、
22
期
生
は
１
～
２
年
で
担
任
さ
れ
、
担

任
が
無
い
年
は
２
年
間
だ
け
で
し
た
。
そ
の

後
、
先
生
は
44
年
か
ら
昭
和
63
年
ま
で
両
国

高
校
で
在
職
し
退
職
後
も
嘱
託
と
し
て
非
常

勤
講
師
を
５
年
間
同
校
で
勤
め
ら
れ
教
職
を

退
き
ま
し
た
。
ま
た
、
先
生
は
同
窓
会
活
動

に
も
尽
力
さ
れ
、
昭
和
31
年
に
は
会
報
（
現

在
の
紫
筍
）
を
創
刊
さ
れ
、
副
会
長
を
15
年

間
、
書
記
を
３
年
間
勤
め
ら
れ
同
窓
会
活
動

の
円
滑
化
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
生
は
、
英
語
を
教
え
る
か
た
わ
ら
、
日

本
の
伝
統
芸
能
全
般
、
落
語
と
歌
舞
伎
、
文

楽
と
能
を
を
深
く
愛
さ
れ
、
落
語
部
顧
問

と
し
て
、ま
た
、担
任
と
し
て
三
遊
亭
圓
窓

（
11
期
Ｃ 

橋
本
八
郎
）
師
匠
の
落
語
へ
の
進

路
選
択
を
温
か
く
見
守
り
ま
し
た
。（
紫
筍

56
号
Ｐ
．９
、10
参
照
）
な
か
で
も
、
歌
舞
伎

は
特
に
好
ま
れ
、
多
数
の
蔵
書
が
有
り
交
流

の
深
い
卒
業
生
の
方
が
引
き
取
ら
れ
た
そ
う

で
す
。
歌
舞
伎
会
と
あ
ぜ
く
ら
会
の
会
員
で

し
た
。
特
に
好
き
な
役
者
は
、
中
村
吉
右
衛

門
（
播
磨
屋
）
で
、
勧
進
帳
な
ど
は
繰
り
返

し
観
劇
し
て
い
ま
し
た
が
新
し
い
歌
舞
伎
座

に
は
足
腰
が
弱
っ
て
お
り
行
け
な
か
っ
た
と

奥
様
が
話
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
（
文
責　

19
期
Ａ
組  

梶
野
茂
男
）

編
集
後
記

●
「
紫
筍
」
の
編
集
に
今
回
よ
り
参
加
し

ま
し
た
、
25
期
の
谷
で
す
。
文
京
高
校
同

窓
会
よ
り
送
ら
れ
て
く
る
会
報
は
、
１
年

に
１
回
の
楽
し
み
で
あ
り
ま
し
た
が
、
作

成
す
る
の
は
大
変
で
あ
る
事
が
実
感
出
来

ま
し
た
。
本
当
に
わ
ず
か
な
部
分
で
の
参

加
で
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
貴
重
な
経

験
を
元
に
今
後
の
「
紫
筍
」
発
行
に
係
っ

て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

（
25
期
Ａ 

谷　

光
夫
）

●
第
55
号
で
の
フ
ラ
メ
ン
コ
ダ
ン
サ
ー
大

野
環
さ
ん
に
次
い
で
、
二
度
目
の
直
撃
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
手
伝
い
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
国
内
に
１
社
だ
け
の
ラ
ケ
ッ
ト
ス

ト
リ
ン
グ
マ
シ
ン
製
造
に
携
わ
っ
て
い
る

土
田
氏
の
お
話
は
、
錦
織
圭
選
手
の
活
躍

も
有
り
、
ま
さ
に
旬
の
興
味
深
い
内
容
で

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
コ
ー
ト
サ
イ
ド
に

お
い
て
も
、
テ
レ
ビ
で
も
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

や
テ
ニ
ス
観
戦
の
際
に
は
白
熱
し
た
ゲ
ー

ム
の
裏
に
マ
シ
ン
の
存
在
、
そ
し
て
ス
ト

リ
ン
ガ
ー
の
方
々
の
卓
越
し
た
プ
ロ
の
技

の
支
え
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
い
た

い
も
の
で
す
。 

（
19
期
Ｆ 

安
達
由
美
子
）

●
第
58
号
は
、
紫
筍
の
発
行
を
次
世
代
に

移
譲
す
る
た
め
に
、
頁
数
を
32
頁
に
圧
縮

し
ま
し
た
。
ま
た
執
筆
も
各
担
当
に
移
譲

し
て
頁
割
を
大
幅
に
見
直
し
ま
し
た
が
ま

だ
途
に
つ
い
た
ば
か
り
の
感
が
深
い
で
す
。

発
行
時
期
も
集
い
に
合
わ
せ
て
約
１
カ
月

余
り
遅
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

若
い
世
代
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
べ
く
編
集

部
員
を
増
強
し
て
行
く
つ
も
り
で
す
。
編

集
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
最
後

に
、
取
材
な
ど
で
ご
協
力
を
頂
い
た
多
く

の
方
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
深
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

（
19
期
Ａ 

梶
野
茂
男
）

訃　

報

編集部員・寄付の呼びかけ

　

文
京
高
校
は
創
立
75
周
年
を
迎
え
卒
業
生

も
２
万
５
０
０
０
人
を
越
え
ま
し
た
。こ
の
同

窓
会
の
発
展
を
支
え
て
い
く
た
め
に
は
、若
い

世
代
の
方
の
協
力
が
か
か
せ
ま
せ
ん
。
同
窓

会
で
は
、会
報
「
紫
筍
」
の
企
画・編
集
ス
タ
ッ

フ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
を
進
め
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、新
会
長
が
掲
げ
る
７
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト（
①
甲
子
園
大
同
窓
会
、②
奨
学
金
、③

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
活
用
、
④
Ｏ
Ｂ
／
Ｏ
Ｇ
会
、

⑤
同
期
会
支
援
、
⑥
同
窓
会
主
催
催
し
物
、

⑦
旧
校
舎
ジ
オ
ラ
マ
作
成
）
を
進
め
て
い
く

た
め
に
も
多
く
の
方
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

意
欲
や
特
技
の
あ
る
方
は
年
齢
不
問
で
ぜ
ひ

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
応
募
は
表
紙
下

の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
ま
た
は
、
役
員
・
常
任
幹
事
ま
で
！

　

同
窓
会
で
は
、
在
校
生
と
卒
業
生
に
各
種

の
奨
学
金
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
文

京
高
校
の
同
窓
会
で
は
、
卒
業
時
の
同
窓

会
費
を
も
っ
て
、
永
年
同
窓
会
費
と
し
て
お

り
、
新
た
に
同
窓
会
費
を
徴
収
し
て
お
り
ま

せ
ん
。
同
窓
生
の
皆
さ
ん
へ
毎
年
お
贈
り
し

て
い
る
同
窓
会
誌
『
紫
筍
』
は
全
て
、
新
し

く
卒
業
す
る
3
年
生
か
ら
の
同
窓
会
の
入
会

金
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
と
一
緒
に
積
み
立
て
て
い

ま
す
）
と
、
Ｏ
Ｂ
／
Ｏ
Ｇ
の
か
た
達
か
ら
の

各
種
の
寄
付
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
内
訳
は
、
本
文
26
～
27
頁
の
収
入
と
支
出

に
関
す
る
数
字
を
ご
覧
下
さ
い
。
そ
の
予
算

規
模
は
、
同
窓
会
の
活
動
内
容
・
実
績
と
比

較
す
る
と
極
め
て
コ
ン
パ
ク
ト
で
す
。

　

同
窓
会
の
今
後
の
活
動
を
よ
り
活
発
に
し

て
い
く
た
め
に
は
、
本
校
の
卒
業
生
（
特
に

卒
業
後
50
年
以
上
経
つ
卒
業
生
の
皆
さ
ん
な

ど
）
の
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
付
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
本
校
の
同
窓
会
活
動
は
、
職
場
や
ご
近

所
の
知
人
・
友
人
な
ど
か
ら
他
校
の
同
窓
会

活
動
の
様
子
を
伺
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
明
ら

か
で
す
。
同
窓
会
名
簿
を
自
力
で
毎
年
更
新

し
、
会
報
誌
を
毎
年
発
行
し
続
け
て
い
る
高

校
は
数
少
な
い
筈
で
す
。
是
非
、
是
非
、
こ

の
紫
筍
58
号
に
同
封
さ
れ
て
い
る
、
郵
便
振

替
用
紙
を
活
用
し
て
、
先
輩
の
皆
さ
ん
か
ら

の
文
京
高
校
同
窓
会
活
動
へ
の
財
政
的
な

エ
ー
ル
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
同
窓
会
ス
タ
ッ
フ
募
集
中
！

●
寄
付
の
お
願
い
！
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名誉会長	 杉本　安弘	 12 期Ｃ
会　長 小林洋一郎 18 期Ｂ
副会長 梶野　茂男 19 期Ａ
総務　部長 榊　　恒一 26 期Ｆ
会計　部長 隅田　彰子 25 期Ｇ
　　副部長 小野　一美 30 期Ａ
会員　部長 近澤　昭一  36 期Ｅ
会報　部長 梶野　茂男 19 期Ａ
　　副部長 谷　　光夫 25 期Ａ
ホームページ部長 大堀　真敬 20 期Ｈ
　　副部長 吉井久仁子 35 期Ａ
集い　部長 花輪　　健 34 期Ｃ
　　副部長 今岡　美子 34 期Ａ
催事　部長 大野　　透 20 期Ｈ
　　副部長 永山　加秀 21 期Ｄ
常任幹事 中村　富秋 ９期Ｅ
　〃 岡本　憲治 ９期Ｆ
　〃 大川　　衛 16 期Ｅ
　〃 宮本　　智 18 期Ｈ
　〃 安達由美子 19 期Ｆ
　〃 土田　　明 20 期Ｇ

常任幹事 荒井　快夫 26 期Ｆ
　〃 内田　　誠 27 期Ｂ
　〃 中西　良美 27 期Ｃ
　〃 根木　敏孝 28 期Ｇ
　〃 三井　由美 31 期Ａ
　〃 鈴木　晶子 31 期Ａ
　〃 塚越　　淳 31 期Ｅ
　〃 兼坂比呂美 32 期Ｃ
　〃 田中　祥一 32 期Ｃ
　〃 峯山　浩二 34 期Ｇ
　〃 内藤　裕義 47 期Ｂ
監　査 有賀　慶子 12 期Ｆ
　〃 大野　公代 19 期Ｂ
顧　問 横澤　靖夫 ２期Ｃ
　〃 太田　敏夫 ３期Ａ
　〃 榎本　幸三 ４期Ｅ
　〃 林　　敏子 ５期Ｄ
　〃 若尾　迪治 10 期Ａ
　〃 君崎　悦子 11 期Ｅ
在校OB教諭 柳屋　伸明 32 期Ｈ
　〃 梨本　浩司 34 期Ａ

平成27年度　学 年 幹 事

期 卒業年 氏名 組 期 卒業年 氏名 組 期 卒業年 氏名 組

一 1945
（S20）

八木　俊雄 Ｃ
23 1971

（S46）
飯沼　美雄 Ｃ

49 1997
（H9）

中本　照子 Ｆ
渡部　　曜 Ｈ 葛西　古都 Ｇ

二 1945
（S20） 24 1972

（S47）
中澤　淳子 Ｄ

50 1998
（H10）

小川　六月 Ｃ
椿　　光弘 Ｄ 片岡　優華 Ｈ

三 1946･7
（S21･22）

藤ヶ谷敏明 Ｃ
25 1973

（S48）
谷　　光夫 Ａ

51 1999
（H11）

大山　浩太 Ｂ
小室　陽一 Ｅ 荒井三紀夫 Ｂ 加納　智子 Ｃ

四 1948
（S23）

高橋　　明 Ａ
26 1974

（S49）
高崎　　稔 Ｃ

52 2000
（H12）

宮川　　学 Ｄ
菊池　達長 Ｃ 荒井　快夫 Ｆ 森本　隆介 Ｇ

1 1949
（S24）

信田　重昭 AB
27 1975

（S50）
石渡　政嗣 Ｂ

53 2001
（H13）

斉藤　理世 Ａ
高橋　清實 AB 相川　智行 Ｂ 福島　次郎 Ａ

2 1950
（S25）

森　　　理 Ａ
28 1976

（S51）
相川　史江 Ａ

54 2002
（H14）

後藤　淳也 Ｂ
横澤　靖夫 Ｃ 湯沢　一夫 Ａ 中上　育実 Ｅ

3 1951
（S26）

太田　敏夫 Ａ
29 1977

（S52）
斉藤　智夫 Ｂ

55 2003
（H15）

三浦　克美 Ａ
菊田　芳治 Ｄ 青木　正治 Ｂ 下村　　朗 Ｇ

4 1952
（S27）

海老原嘉雄 Ｂ
30 1978

（S53）
本城　玲子 Ｃ

56 2004
（H16）

三田　政人 Ｄ
榎本　幸三 Ｅ 島田正由美 Ｈ 三浦　義正 Ｆ

5 1953
（S28）

和田　義雄 Ｂ
31 1979

（S54）
三井　由美 Ａ

57 2005
（H17）

大石　知弘 Ｂ
林　　敏子 Ｄ 鈴木　晶子 Ａ 松岡　俊樹 Ｃ

6 1954
（S29）

椎橋　章二 Ａ
32 1980

（S55）
田中　祥一 Ｃ

58 2006
（H18）

石田　和利 Ｅ
青木　一郎 Ｂ 兼坂比呂美 Ｈ

7 1955
（S30）

山添　忠親 Ａ
33 1981

（S56）
高橋　寿子 Ａ

59 2007
（H19）

片岡　忠夫 Ｂ
中尾　充宏 Ｅ 牧田　清美 Ａ

8 1956
（S31）

鈴木　秀男 Ｂ
34 1982

（S57）
川口　和哉 Ｃ

60 2008
（H20）

竹内　邦彦 Ａ
小林　計夫 Ｃ 花輪　　健 Ｃ 山崎　達也 Ａ

9 1957
（S32）

石川　有二 Ｂ
35 1983

（S58）
吉井久仁子 Ａ

61 2009
（H21）

塚越　　航 Ｅ
岡本　憲治 Ｆ 増川　英治 Ｈ 赤坂　光穂 Ｅ

10 1958
（S33）

山北　善明 Ａ
36 1984

（S59）
宮原　裕行 Ｄ

62 2010
（H22）

淺川　大輔 Ｂ
和田　為義 Ｄ 長崎　雄三 Ｃ 澤野　まゆ Ｄ

11 1959
（S34）

飯塚　和男 Ｃ
37 1985

（S60）
澤　　陽子 Ａ

63 2011
（H23）

本石知可子 Ａ
大澤　昌平 Ｃ 真貝　昌美 Ｂ 古川　寿輝 Ｄ

12 1960
（S35）

島田　承男 Ｄ
38 1986

（S61）
平出裕美子 Ｄ

64 2012
（H24）

武政絢太郎 Ｂ
白岩　智子 Ｅ 野尻　嘉平 Ｇ 田部　　葵 Ｂ

13 1961
（S36）

鈴木　　孝 Ｃ
39 1987

（S62）
横堀　幸男 Ａ

65 2013
（H25）

磯山　奈美 Ａ
竹中　水及 Ｃ 小甲　和恵 Ｂ 納富　浩雄 Ｈ

14 1962
（S37）

日下　正興 Ｄ
40 1988

（S63）
星　　達樹 Ｅ

66 2014
（H26）

高橋　里菜 Ｄ
櫻井　　勇 Ｅ 高木　園子 Ｆ 高橋　健太 Ｅ

15 1963
（S38）

松本　嘉章 Ａ
41 1989

（H 元）
武　　信男 Ａ

67 2015
（H27）

植田　夏希 Ｃ
尾長　義之 Ｈ 山田　泰斗 Ｂ 白須　一馬 Ｇ

16 1964
（S39）

大川　　衛 Ｅ
42 1990

（H2）
樽美　理恵 Ｃ

竹本　　悠 Ｇ 為国　孝久 Ｄ

17 1965
（S40）

大橋　邦彦 Ｅ
43 1991

（H3）
成田　知美 Ａ

稲見　昌穂 Ｈ 小森　　豊 Ｅ

18 1966
（S41）

金木　　徹 Ｂ
44 1992

（H4）
安達絵美子 Ｂ

宮本　　智 Ｈ 永松新太郎 Ｅ

19 1967
（S42）

石川みや子 Ｆ
45 1993

（H5）
浅尾　圭英 Ｃ

三輪　愼悟 Ｈ

20 1968
（S43）

庄司　文隆 Ｈ
46 1994

（H6）
富田まこと Ｅ

山元　幸子 Ｄ

21 1969
（S44）

永山　加秀 Ａ
47 1995

（H7）
山内恵美子 Ｂ

水村　俊雄 Ｈ 内藤　裕義 Ｂ

22 1970
（S45）

矢島　　誠 Ｇ
48 1996

（H8）
日下　　直 Ｂ

飯塚　嘉平 Ｄ

万両（花言葉…寿ぎ、金満家）

27年度　役員常任理事

学年幹事名簿

平成 27 年度　役員・常任幹事


